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写真展＋シンポジウム 日時：2005年6月17日（金）15:00 ～ 18:00
場所：東京外国語大学　研究講義棟  226教室
写真展：2005年6月13日（月）13:00 ～ 17日（金）18:00
会場：東京外国語大学　研究講義棟 1階ガレリア
〈人間〉の戦場から
視覚の地政学  II
From a Battleﬁeld for Human Dignity ―The Geopolitics of the Visual II―
21世紀地域文化研究班（第1分科会）
企画趣旨
アフリカ、戦争、貧困、難民、女性
いま〈人間〉であることが試される戦場
メディアの壁を超えてグローバル世界の現況を見る
シンポジウム報告者
イヴリン・ホックシュタイン（Polaris）
栗田禎子（千葉大学）
岡真理（京都大学）
　わたしたち東京外国語大学の国際協力講座では、世界の「グローバル化」と911後の「新しい
戦争」の時代に、その世界を情報化するメディアの構造的作用に焦点をあて、昨年度から《メ
ディア・ウォールを突き崩す─ 911以後の世界とフォトジャーナリズム》（6月）、《視角の地政
学─メディア・ウォールを突き崩す・II》（11月）といった写真展およびシンポジウムを開催し
てきました。
　カタールの衛星テレビ局アルジャジーラからハッサン・イブラヒーム氏、昨年創刊された
『DAYS JAPAN』誌の広河隆一氏、アメリカの戦争写真家ジェームズ・ナクトウェイ氏など
を迎えて行って昨年度の企画は、幸い多く方々の参加をえて充実した企画となり、その概要は
『DAYS JAPAN』1月号と『世界』（岩波書店）3月号に公表されました。
　昨年度はイラク戦争とその帰結を背景にこの企画を行いましたが、このプログラムの継続し発
展させる方向で、今年度はグローバル化する世界で恒常的な貧困や荒廃や無秩序の暴力にさら
されている地域―それは女性や子どもなどの弱者がまず犠牲になるところでもあります―
に焦点をあて、『DAYS JAPAN』の第2回国際フォトジャーナリズム大賞に、印象的なシリーズ
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作品で入選した、ナイロビ（ケニア）在住の女性報道写真家イヴリン・ホックシュタイン（Evelyn 
Hockstein）さんをお招きして、上記の日程で写真展＋シンポジウム《〈人間〉の戦場から～視
角の地政学・II》を開催しました。
　ホックシュタインさんは若くしてすでに多くの実績をもつ写真家ですが、今回は最近の仕事で
あるアフリカ、とくにスーダンの難民や女性たちの写真を中心とした作品を展示いたしました。
そしてこの機会に、アフリカのイスラーム圏の問題に深く通じておられる栗田禎子さん（千葉大
学）と、パレスチナやこの地域のジェンダーの問題について先鋭な発言をされている岡真理さん
（京都大学）をお招きし、ホックシュタインさんのお話を軸にしながら、スーダン問題からグロー
バル化する世界のなかでのアフリカの現状、そしてそれを伝えるメディアの問題をめぐって、多
角的な議論を行いました。以下は、その記録です。
＊ 「人間の戦場」という表現は広河隆一氏の本のタイトルでもありますが、昨年秋の《視角の地
政学》の総合討論において、議論のひとつの中心となったテーマです。〈人間〉であることが
否定されるような悲惨な現場に立って取材すること、そこでは写される現場も写す側も、〈人
間〉であるとはどういうことなのかが試される、〈人間〉の尊厳をめぐる二重の戦場だという
ことです。
＊ なお、この企画は本学大学院21世紀COE史資料ハブ地域文化研究拠点、および科学研究費補
助研究「ネオ・リベラリズムと戦争の変容」の共催によるものです。
東京外国語大学大学院国際協力講座
西谷　修／中山智香子
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趣旨説明
Opening Address
西谷修 N I S H I TA N I  O s a m u
（東京外国語大学地域文化研究科・教授）
西谷　すべて素人でやっていますので入場に手間取って少し遅れてしまいましたが、さっそく本
日のシンポジウムを始めさせていただきます。
　まず、ざっと簡単に趣旨を解説させていただきます。私と、一番向こうに座っているのが中山
で、われわれの運営する講座が国際協力講座です。この講座の企画立案で、東京外大大学院の
21世紀COE史資料ハブ地域文化研究拠点の活動の一環として、昨年度から、現在のグローバル
化した世界における主要なトピックと、それをわれわれに伝えるメディアの問題をめぐって、一
連の企画を行ってきました。 またこの講座を中心として東京外大の何人かの教員と外部の数人
を加えて、「ネオ・リベラリズムと戦争の変容」という科学研究費助成研究を行なっていますが、
本日のものも含めて、この一連の企画はこの科研研究との共同開催ということです。
　昨年6月には、グローバル・メディアが伝える情報によって実際に世界に起こっていることが
逆に見えなくなっている、そういう逆説的なメディア状況を問題にして「メディア・ウォールを
突き崩す」というテーマで写真展とシンポジウムを開催しました（『史資料ハブ』第5号に記録を掲載）。
　また11月には「視角の地政学」と題する大きな企画を行いました。これはちょっと難しいタ
イトルですが、どういうことかといいますと、いまも言いましたように、グローバル化する世界
でのメディア状況は、グローバル・スタンダードの解釈基準に合わせたニュースがひとつの商品
として生産され、それがいわゆる消費者のニーズに合わせて世界中に流されるという仕組みに
乗っています。すると、政府によるメディア・コントロールもありますが、それだけでなく、製
作コストやリスクあるいはどんな情報が望まれるかといったことへの配慮から、たとえばイラク
戦争では、ミサイルを撃ったり爆弾を落としたりする側から見えることしか伝えられない、とい
うことになりがちです。
　それに対して、カタールにあるアルジャジーラという衛星テレビ局から送られるニュースは、
現地で爆弾が落ちる、爆撃される現場の側からのニュースを伝えていました。それによってわれ
われは、いま世界に流通しているニュースが、どういうベクトルを持ってわれわれに働きかけて
いるのかということを、逆に意識せざるをえないようになりました。そうすると、どこから、ど
ういう角度でものも見て、見えたものをどのようにして発信するのか、あるいはニュースがどこ
でどんな基準で編成製作されのるかということが、実は現代世界について情報の流通の中できわ
めて大きな意味をもっているということがわかります。言いかえれば、世界というものをどのよ
うに可視化するかということですが、そのこと自体が実はきわめて重要な政治的はたらきをして
いる。そのことを “The Geopolitics of  the Visual” というかたちでテーマ化したわけです。
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　そのために、この企画にはアルジャジーラから一線のジャーナリストのハッサン・イブラヒー
ムさんをお招きしました。また、その一方で、そういうグローバル・メディアが蔓延する状況の
なかで、インディペンデントな立場でそれぞれの現場の情報を伝えてくれるジャーナリストたち、
中でもフォトジャーナリストたちがいる。そのフォトジャーナリズムの問題も取り上げて、アメ
リカから「戦争写真家」としてたいへん著名なジェームズ・ナクトウェイさんをお招きしました。
　今回の企画はその延長線上にあります。去年はまだイラク戦争の余波のなかにありましたが、
グローバル化の波は戦争の衝撃を呑み込んで、イスラーム世界の向こう側にさらに多様な問題を
浮かび上がらせつつあります。そこでは、単に大規模な戦争だけではなく、もっと構造的に引き
起こされる貧困や飢餓、あるいはかつて植民地だったために現在もその負の遺産の中で苦しんで
いる地域、そのために起こる内戦、そしてそこから生まれる難民など、あらゆる問題が集約的に
現れてきています。そうして見えてくるのがアフリカですが、それをグローバル世界の中での一
つのトピックとして取り上げてみようと考えています。
　これはかならずしも、われわれがテーマとしてアフリカを選んだということではありません。
むしろわれわれが昨年度から行ってきたメディア問題への取組み、とりわけフォトジャーナリ
ズムとの関わりのなかで導かれたことでもあります。去年からわれわれが企画を協力して行っ
てきた雑誌『DAYS JAPAN』がありますが、このDAYSがDAYSインターナショナル・フォト
ジャーナリズム大賞というコンテストを行いました。このコンテストには世界中からきわめて質
の高い写真が集まってきましたが、その受賞作のなかでひときわわれわれの関心を惹いたのがイ
ヴリン・ホックシュタインさんというアメリカの若い女性写真家の作品でした（これは『DAYS』の
特集号の表紙にもなっています）。
　ホックシュタインさんは、パレスチナから始めて、いまは主としてアフリカ各地を取材してお
られます。いまたまたまアフリカのスーダンは西側のメディアのなかで焦点化されていますが、
ケニアのナイロビを拠点に仕事をするホックシュタインさんは、ちょうどスーダンのダルフール
の難民キャンプのシリーズ写真で『DAYS』の大賞に応募されました。難民キャンプの様子とと
りわけレイプされた女性たちの写真が印象的です。
　このような写真をわれわれはどう受け止めるのか、この写真を通して何を考えることができる
のか、その問いをわれわれの企画に接続するということで、今回ホクシュタインさんの写真展と、
そこに見られるアフリカの現在をめぐっての討論会を企画したということです。
　タイトルは「〈人間〉の戦場から」、英語では “From a Battlefield for Human Dignity” としま
したが、これは実は昨年の秋の「視角の地政学」のシンポジウムのなかでひとつの中心テーマと
なったことでした。というのは、ニュースを伝える、あるいは写真を撮る、メディアの対象にす
るということには、実はめんどうな問題があります。メディアの視線が集まるのは、たいてい悲
惨な状況で苦しむ人たちとか、不当な境遇に置かれた人たちの苦悩の状況、あるいは人の生死に
関わる危険な場面などです。そういう人たちは非人間的な状況にうち棄てられていると一般的に
は思われるわけで、そこからこの人たちを救う、あるいはこの人たちの尊厳を回復させる、そし
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てその存在を世界に伝えるのがジャーナリズムの役割だとわれわれは考えるわけです。
　けれども、そういう状況にジャーナリストが介入する、そしてそれを写真に撮り、メディアに
流すということは何だろうか。それが当たり前にヒューマニスティックな行為でありうるのか、
あるいはヒューマニズムということでその介入が正当化できるのかというと、これはまた大きな
問題になってきます。人間が悲惨な状況におかれるそのような場所は、まさにそこにいる人たち、
あるいはそういう状況をつくる人たち、あるいはジャーナリストも含めてその状況に立ち会う人
たちにとっても、人間とは何であるのか、あるいは人間の尊厳を守るということはどういうこと
なのかを常に考えさせられる現場になる、そういう論議が去年なされました。
　つまり、取材の対象になるような場面は、そこにいる人たちの人間の尊厳が試される場である
と同時に、その場に立つ人たちがいかにして人間として振舞いうるか、あるいは端的に人間であ
りうるかどうかがつねに試されることになる。そんな場面のひとつの実例として、今日のホック
スタインさんの写真に呈示されているアフリカを考えてみよう。それが今回の写真展とシンポジ
ウムの企画の趣旨です。
　そのためにまずわれわれはホックスタインさんをこの場にご招待しました。そしてこのような
かたちでテーマを組むということで、まずアフリカのイスラム圏の情勢についてたいへん詳しく、
スーダンの問題などについては日本の第一人者といっていい栗田禎子さんをお招きしました。栗
田さんは千葉大学文学部で中東・北アフリカ史を教えておられます。
　そしてもうおひと方、やはりこの地域というよりパレスチナを重点的なフィールドとしてアラ
ブ文学の研究者で、広い意味でのヒューマン・ディグニティやジェンダーの問題についてきわめ
て鋭い発言をしてこられた岡真理さんをお招きしました。岡さんは京都大学で比較文明論などを
教えておられます。
　このお三方からそれぞれ提題をいただいて、それをもとに、本日のテーマを立体的に肉付けし
つつそれぞれの問題を議論してみようと考えております。
　皆さんのお手元にパンフレットがお渡りかと思いますが、このパンフレットはできるだけ皆さ
んのお役に立つようにという趣旨で作りましたので、これもぜひご活用いただけるよう簡単に説
明させていただきます。構成から言いますと、まず最初は今回の企画趣旨。そのあとに今回お招
きした3人のプロフィールが日本語と英語の両方で掲載してあります。それからイヴリン・ホッ
クスタインさんが『DAYS JAPAN』の入賞作品発表のときに寄せられたコメント、これも日英
両語版を用意しました。そして岡さんに関しては、少し前のものですが岡さんのお仕事の一つの
軸になっている発想がよくわかる論文のコピーを用意しました。栗田さんに関しては、わりと最
近にスーダン問題について書かれた、おそらくこれが一番わかりやすく、素人にとっても一般的
な状況がよくわかる論文のコピーを用意しました。最後は、今日の企画のコンテクストを示すた
めに、去年の「視角の地政学」のシンポジウムの中で、いまお話しした「〈人間〉の戦場から」
について議論された部分の記録の抜粋です。
　今日のシンポジウムは時間が限られていますので、もちろんここであらゆる議論をすることは
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できません。また、その前提についてもここですべてをお示しすることはできないということで、
この資料を準備しました。ぜひお役立ていただいて、議論のあとの消化にもご活用いただければ
と思っています。
　前置きが長くなりましたが、それでは早速イヴリン・ホックシュタインさんからお話をうかが
うことにいたします。よろしくお願いします。（拍手）
ホックシュタイン　こんにちは。ご紹介ありがとうございます。今回のシンポジウムに招待して
くださって、東京外国語大学、および西谷先生、中山先生に心より御礼申し上げたいと思います。
このようにすばらしい著名な研究者の皆様と同席できてたいへん光栄に思います。またアフリカ
やそのほかの地域でわたしが経験したことについて皆さんと共有することができてうれしく思い
ます。
　私が写真撮影をした人たちが、私に心を開いてくれて、しばしばとても痛みを伴う個人的なス
トーリーを話してくれたことはすばらしいことだと思っています。ですから私は記録をとどめな
くてはならないと思うと同時に、私が見てきたものを、おそらく想像を超えるような出来事を皆
さんに話すことが私に課せられた義務だと思っています。
　まずスーダンの状況について、写真を見ていただきながら、手短にお話ししましょう。
　ダルフールの写真が最初に数枚あります。崩壊した村です。
　難民が食糧配給を待っているところです。
　年老いた女性が食糧配給クーポンを手に待っています。
　難民キャンプで、国際援助が来る前の状況です。テントがほとんどありませんでした。
　イナスという小さい女の子がこの晩死んでしまいました。母親に抱かれているのですが、皆さ
んもご覧になったかもしれません。40日間、食糧配給センターにいました。彼女の生存の記録
を撮りたかったのですが、残念ながら亡くなってしまいました。
　カスという村の学校に居を構えているところです。
　ナジュアという女の子です。彼女も亡くなりました。
　年老いた女性が学校に避難しています。栄養失調です。若い子どもたちと同じように遠距離を
歩かなくてはならず、食事が足りないために年老いた人たちも栄養失調に陥っています。
　これはアラブ人の男にレイプされた女性です。ジャンジャウィード（アラブ系民兵）が戦争の手
段として強姦しています。いわゆる浄化作戦の一環としてやっているのです。
スーダンを撮る
Picturing Sudan
イヴリン・ホックシュタイン E v e l y n  H o c k s t e i n
（Polar is）
イヴァリン・ホックシュタイン
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　先進国では見られないのですが、お産のときや、強姦によって発生するフィスタラという病気
で、排泄、排尿をコントロールできなくなってしまいます。彼女たちは幸い手術を受けるチャン
スが与えられました。予防可能な病気なのに罹ってしまう。治療法もあるのですが、アフリカで
はそれができる医師がいないのです。
　これはコンゴの写真です。ここはかなりの暴力が発生している不安定な地域です。
　これはアンゴラで、2003年に撮りましたが、大量殺戮が行われた年です。
　戦争の瓦礫。昨年撮りました。これはコンゴです。
　これはアンゴラ。
　アラトレア。
　コンゴの難民たちです。国連の敷地の外です。
　これは東コンゴで撮った写真です。斧で斬られた人たちです。
　ニカラグアで暴力の犠牲になった女性たちの写真も撮っていますが、この人は夫に暴力をふる
われて卵巣にけがをしました。警察に訴えて、サインをしているところです。
　同じ3人の女の子たち、端がちょっと切れてしまいましたが、マナグアの目抜き通りです。15
歳の女の子で妊娠しています。とても貧しい家庭の子どもたちで、売春して家族の生活費を稼い
でいます。
　これは自分の体を火で燃やしてしまった人たち。火傷を負っています。あとでまた詳しく話し
ますが、この女性たちの置かれた状況があまりに悲惨なので、自分の体に火をつけて自殺しよう
とする。女性がどうしてそんなことをするようになるのか、もう私の理解を超えています。
　民兵との結婚を強要された14歳のアフガニスタン人で、これは刑務所ですが、ティーンエー
ジャーの女性がいわゆる不道徳な行動を行ったということで刑務所に入れられています。
　ここから一連の写真は2002年にウズベキスタンで撮ったものです。ウズベキスタンではイス
ラム原理主義者に対する弾圧が行われており、彼らは原理主義者ではなかったのですが、みんな
嘘の告発で訴えられて刑務所に収容されてしまった人たちです。村で裁判が行われて20年の禁
固刑を科せられ、家族と会うのもこれが最後ということです。5日間のほとんど偽の裁判で、2
日前に始めて弁護士に会わせてもらったのですが、彼らも本当の弁護士ではありません。このこ
とはフェルガナ盆地でニュースに出ました。私の取材したストーリーは決して公表されませんで
したが、現実に即したストーリーでした。すみません、いくつか写真はカットされてしまいまし
た。
　昨年、スーダンのダルフール地域の人道危機を取材するために4カ月を費やしました。この対
立は2年前から発生していたのですが、去年の夏、マスコミが注目するようになりました。この
危機について初めて聞いたのは2003年末だったのですが、当時はダルフールに行くことができ
ました。私が覚えている、崩壊した村落の最初の写真はナイロビの同僚が撮ったもので、彼女は
国連の通信局、IRINの職員でした。国連職員として入国することができ、その地域に入れたの
で撮影できたのですが、2004年の初めまでは普通の報道陣がそこに行くことはできませんでし
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たし、また関心もありませんでした。
　ダルフールに行くのはけっして楽ではなく、ビザを取るのに何カ月もかかるし、また拒否され
ることもあります。多くの記者が不満を感じて、それでも取材しなくてはならないからダルフー
ルには行かないで、国境を越えた避難民が多くいるチャドのほうが入国が楽だからということで
チャドに行きました。だからチャドから取材する記者は多かったのです。同じ犠牲者ではありま
すが、私はとにかくダルフールに行きたかった。現場で何が起きているか、この目で確かめた
かったのです。幸いにもビザを取得できました。
　私は目算をつけてニューヨークのエージェンシーにダルフール行きを提案しました。ただ、十
分にアンテナが届いていなかったので、新聞社や雑誌社の取材依頼を取り付けるには至りません
でした。西谷先生が言われたとおり、アフリカがアメリカのニュースで取り上げられることもそ
んなに頻繁なことではありません。ですからこのような依頼を正式に取り付けることは難しいの
です。
　ただ幸いにもCARE InternationalというNGOのメンバーで現地活動を開始するということで、
認識を高めるために写真家に撮影をしてほしい、そしてキャンペーンの資金集めのためにもカメ
ラマンが必要だということで、私は彼らに同行することにしました。CAREの職員として行き、
向こうでの契約が終わったらそのままダルフールに居残っても、どこか通信社が雇ってくれるの
ではないかと希望的な観測を持っていたわけです。
　やっとビザを取ってハルツームに行きました。ところが、ここから官僚主義的な煩雑な手続き
が始まりました。そこでビザを取るのに何カ月もかかり、やっとハルツームに行く。でもハル
ツームに行けたからといってダルフールに行けるわけではない。ダルフールに行くための対外情
報省外渉局というところで旅行許可証を取らなくてはならない。その手続きでこの記者はいい、
この記者はだめ、ととても勝手な独断的な判断をします。食糧配給センターの子どもたちを表に
出すと国際世論に対して多大なる影響を及ぼすから、BBCは許可しよう、でもスペインの小さ
な通信局ではだめだとか、かなり勝手な判断をします。
　ところがそこで旅行許可証が取れたとしても、ダルフールでスーダン政府の現地の人道委員
会に行き、それぞれの人がダルフール州の中のこのキャンプに行くための1日旅行許可証とか
1週間の旅行許可証を取らないと行かせてもらえない。そのたびに自分が何をするかを説明し
て、何をしていい、何をしてはいけないという政府の許可を取り付けなくてはならない。私は
CAREの一員ということで幸運でした。私は写真家だということで、撮影許可申請も出しました。
ジャーナリストではなくてNGOの一員として入っていきましたが、世話人は入れませんでした。
またジャーナリストだと、当時は旅行許可証を取ったうえで政府関係者が同伴しなくてはならな
いことになっていました。正式な肩書きとしては通訳として同伴するのですが、政府の職員が常
に同行するのです。でも私はNGOの一員ということで同行者の必要はありませんでした。
　ところがCAREの一員なのでキャンプでしか撮影できません。人道援助が始まって間もない
時期で、私は撮影制限をされるのに慣れていなかったのでイライラしました。政府にとっては医
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療機器や備品、食糧を運ばなくてはならない。援助が始まった時期で、カメラマンがいるという
ことに職員もナーバスでした。
　NGOは、NGO活動の一環として撮った写真の版権は、すべてNGOが保持して通信社には回
さない、という厳しいルールを持っています。でも私はぜひともこのNGOの一員として撮った
写真をニューヨークのエージェントを通して通信社に渡さなくてはならない。これは公にしなく
てはならないということを強く思いました。そこでNGOと交渉しました。CAREは幸いにもそ
の重要性について理解してくれました。実際にあのように小さい子どもたちが死んでいく画像は
ほとんどありませんでした。とても難しい時期で、食糧配給センターは人でいっぱいで、CARE
が許可をくれて、写真を通信社に回せたというのはとてもラッキーなことでした。
　この時点で私はダルフールにいた唯一のカメラマンでした。つまり独りで取材ができました。
エージェンシーは私が撮った画像をあちこちに売り込みはしたのですが、新聞社とかテレビ局な
どマスコミ各社は私の撮ったようなイメージを取り上げようという意欲をあまり示しませんでし
た。まだまだ関心をもっていなかったのです。
　そのころはチャドからいろいろな話が出てきたのですが、ダルフール取材はほとんどありま
せんでした。チャドの難民のこともですが、でもダルフールで起きていることを見せなければ
と強く思いました。私が行くと100万人の難民がいて、それが150万、250万に増えていました。
チャドは数十万の単位です。国内の難民がその何十倍もいるわけで、そこでCAREとともに2週
間ダルフールに滞在して、それから同僚と会い、マスコミ各社から依頼を取り付けようと、ハル
ツームに戻りました。
　同僚のジャーナリストたちはハルツームに何週間も足止めをくらって、旅行許可証を取れずに
イライラしていました。だからそのときダルフールを退去するのは賢明ではなかったのですが、
幸いにも3週間後に旅行許可証を取ることができました。ハルツームではワシントン・ポストと
ガーディアンの記者とアパートをシェアしていましたが、毎日いろいろな官庁に行って旅行許
可証を取るための手続きを進める、話すということを繰り返して、何週間も何カ月もいたのです。
夏は華氏120度で、そこで何もできないというのは、苛立ちばかりが募ることです。
　そのときにアナン国連事務総長と当時のアメリカのコリン・パウエル国務長官がスーダンを訪
問することになり、われわれ自身はジャーナリストとして入ることはできないけれども、公式視
察団の随行カメラマンとして行くことができました。ダルフールにそのまま居残ることはできな
いので、長官が戻るときにはハルツームに戻らなければいけなかったわけです。そうでないと強
制退去になります。アナン事務局長のところに行くとランドクルーザーがたくさんあって、国連
のテント・シティではすばらしい設備です。それに対して、彼らは国内難民キャンプにも行くの
ですが、国連の人たちが来る前の日に避難民はすべて退去させられてしまいました。国連のキャ
ラバンが援助をしに来ているというのに、難民キャンプに行っても、その援助を受け取る人たち
がみんな前の日に退去させられてしまって、援助をあげる相手がいないというばかばかしい状況
でした。
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　アナン事務局長は記者発表をしましたが、いずれにしても彼のメッセージはひじょうに弱く、
スーダン政府を非難することもありませんでした。それに対してパウエル長官はかなり強い言葉
を使いました。政府はアメリカが撮った衛星撮影はうそだ、そんなことはないと言おうとします
が、パウエル長官はこのように衛星撮影した画像があるのだと言って、かなりの非難の口調でし
た。これは新聞の一面に載って見出しにはなりましたが、状況はそれ以来特別に改善されていま
せん。
　先ほど申し上げたとおり難民の数は100万人から240万人に増えて、栄養失調や暴力で20万
人の死者が出ています。国際社会の政治的な意志が足りないのです。スーダン政府に対する非難
は、いままではうわべだけのものだということがわかってしまっているわけです。休戦を維持す
るためにアフリカ連合から2000人の兵士が派遣されましたが、それでは無理です。増兵に関し
てもNATOとEUの間の内輪もめがありますから、結局9月までは増兵できないだろうという状
況です。こんなことはすでに何年も前にやるべきでした。私はそういった状況に対してとても不
満を感じます。スーダンの対立では押しなべてこのようにひどい状況で、さらに悪化していると
いうのが実情です。
　東コンゴではかなり取材が行われました。ブニアの大量殺戮があったとき、最初はナイロビの
AP通信の人たちだけが取材に入ったのですが、彼らはすばらしいことをしました。まず注目を
集めるようなことをやり、その後、数百人規模の記者が東コンゴの、いままで地図にも載ってい
なかったような村落ブニアに集まりました。私はナイロビをベースにしているので、ちょっと早
めに行くことができました。われわれは尼さんたちのコンパウンドに滞在していました。
　その修道院にジャーナリストはみんな集まって床で寝ていたのですが、朝の6時に銃の音で起
こされました。外に出て様子を見ると、反乱軍が町に入ってきて、あちこちで戦闘があって、あ
まりにも危険でしたので、われわれも避難してコンパウンドに戻らなければなりませんでした。
中庭があったのでコンクリートに守られていたのですが、本当に銃弾がすぐそばで飛び交って
いました。国連本部が500メートルぐらい先だったので、連絡すると、国連軍が通常のランドク
ルーザーでわれわれジャーナリストを迎えに来てくれました。
　おもしろかったのは、われわれに食料を供給していたある避難民で、この人は女性の友人など
を集めて野菜を買って、ヤギを殺して肉を提供してもらうという一種のビジネスマンで、そんな
ふうにジャーナリストに料理を提供したのですが、彼女がジャーナリストに言いました。「あな
たたちはいいですよ、迎えにきてもらって。でもわれわれはずっとここにいなくてはならないん
です」と言うのです。本当にそのとおりでした。これはちょっとグサッときました。私はいろい
ろなところで、本当に恐ろしいところに行ったり、悲惨な状況を見ています。でも私は家に戻れ
るし、逃げることができます。出身国によってある人は幸運で、ある人は不幸、それが世界の現
実だと思います。
　戦闘の中を国連軍の車がやっと迎えに来てくれました。ウルグアイの平和維持軍に守られてわ
れわれみんなは身を寄せてぎゅうぎゅう詰めでした。平和維持軍の人たちと一緒に隠れなければ
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なりませんでした。国連軍はその段階では一般市民を守る指令は受けていなかったので、ただ単
に見ていなければならなりませんでした。しかしこの状況はかなり世界に報道されたので、国連
はおかしいのではないかということで、やっと国連軍にも一般市民を守る指令が出て、フランス
軍が治安確保のために入ってきました。でも、本当に戦闘がひどくなって、国連のオブザーバー
も武器を携帯せずに状況を見に出ていたために殺されたりしました。そのうえ、現在では指令は
もう時効を迎えたので、フランス軍は撤退し、戦闘は続いているという状況です。様子を見なけ
ればならないのですが、私はあまり楽観視していません。
　昨年12月を最後に、私はスーダンから帰国しました。現実的にまだダルフールに戻る計画は
ありません。外国のニュースはどうしてもイラク中心になって、昨年は確かにイラク戦争がホッ
トな話題になったわけですが飽和状態になりました。ただそれが一段落すると私自身もダルフー
ルに戻れるかと期待しています。まもなく飢餓状態が起こりそうですし、状況はさらに悪化して
います。でも、私が仕事をもってスーダンに入れるようなアサインメントはいまのところ見当た
りません。
　私は現在、ジェンダーベースの虐待や暴力― GBBと略していますが―に関する仕事をし
ています。国連の地域情報ネットワークのプログラム、IRINに基づたものですが、スーダンで
レイプの被害者を取り上げたので、そういう問題に関連して IRINの仕事もするようになりまし
た。同じ女性でありながらアフリカの女性、とくにレイプの被害者などの状況は、自分と比べて
本当に違う。私が女性であるから、ある意味ではこういう被害者のプライベートな性格の事柄に
踏み込むこともできるわけです。
　たとえばアフガニスタンに行ったときも、これから出産するという女性に病院の写真を撮りた
いと言うと、彼女は最初、何の写真を撮るのだとびっくりしていましたが、ただ病院の状況が
いかに悲惨であるかを世界に発信したいのだ、彼女個人を取り上げるつもりはないと説明したら、
彼女はすごく理解をしてくれて、ぜひどうぞ、アフガンの女性の状態も取り上げてくれと彼女の
ほうから言いました。
　またアフリカなどもそうですが、若い女性が本当に悲惨な状況にあります。世界の多くの地域
で、女性であることはそれだけで子どものときから危険なのです。女性に陰核切除を施すという
習慣はほんとうに危険で恐ろしい習慣です。また、まだ子どもなのに、女の子に結婚が強制され
ます。母体が子どもだと、胎児と母体が栄養をお互いに競争して取り合ってしまうので、母子と
もども危険にさらされてしまいます。だから、発展途上国の場合、母体の死亡が本当に多く、そ
れはたいていの場合、教育不足、男女間の不平等に発していると言えます。
　私はこの数カ月間、ジェンダー問題に照準を合わせて仕事をしていて、アフリカのみならずア
フガニスタン、パキスタン、ニカラグアなどにも取材に行っています。女性に対する虐待などに
ついて事前にいろいろと勉強はしていたのですが、ほんとうに現場に行って生の話を聞いて、こ
れらの社会で女性であることがいかに恐ろしいことかショックを受けました。
　先ほどラビア・ラスーリという女の子の写真をお見せしたのですが、14歳のときに45歳の軍
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閥の長に結婚を強要されました。軍閥の長は彼女のお父さんを殺そうとしたのでやむをえなかっ
たのです。夫に虐待されたこの女の子はお父さんに訴えましたが、そのお父さんは殺されてし
まったということです。つまり、娘が虐待されているということを訴えようとして、父親に言っ
ただけでその父親さえ殺されてしまうという悲劇は、ほんとうに女性は幸福である権利が否定さ
れているということを示していると思います。ラビアは現在家出をしてカブールに住んでいます。
　パキスタンやアフガニスタンの女性の絶望的な状況は、火傷病棟に行くとさらにその悲惨さが
わかります。どれほど絶望的であるかということがわかるのです。悲惨の極限で、死にたくて、
自分の体に火をつけてしまうわけです。フィルーザという女性は火傷を負いましたが、死ぬのと
生きるのとどっちが恐ろしいかと聞いたら、彼女はわからないと言いました。そういう、ほんと
うに痛みの伴う、聞いただけでも苦しくなるような話を、私はよく聞きます。彼女たちは生で話
してくれます。
　周りの人たちはどうしてそんなインタビューが取れるのかと聞きますが、多くの場合、虐待や
レイプをされた女性はあまりオープンに話してくれません。NGOの場合、どうしても上に立つ
ような立場から彼女たちを保護しようとするし、語ってもらうと泣き始めてしまう。それに、匿
名でい続けたいという被害者の意識もあります。
　ただ私の場合、写真を撮るときに必ず本人の同意を得ます。そして私としては絶対に彼女たち
の同意なしには写真を撮りません。教育を受けていなくても、また小さな村の出身者であっても、
なぜ私が写真を撮りたいのかを説明すると、あくまでもイエスかノーかは彼女たちの判断ですが、
ほとんどの場合、彼女たちは最終的に理解してくれます。そして彼女たちの物語、彼女たちの痛
み、その感情を伝えるのが、私のジャーナリストとしての使命だと思っています。それを世の中
の一般の人たちに伝えたいのです。
　一般の人たちがショックを受けるのは、ほかの地域でこんなに苦しんでいる人たちがいるとい
うことですが、そのことを知ることによって、その地域の理解は深まるでしょう。私は女性で、
白人でもあるから、あるいは外国人であるからむしろ話しやすいのかもしれません。
　スーダンのキャンプの周辺ではシークや長老がいて、集まって、NGOにこれをやってほしい
といろいろと会議を開き、食糧配給券なども配布しています。その長老たちに接触して女性問題
について聞きますと、イスラム社会ではレイプは女性にとって本当に恥を伴うことなので、レイ
プされた被害者であるにもかかわらず、家族にとってあまりにも恥ずかしいことだということで
殺されてしまう。けれども、レイプされた女性がうちにも5人もいる。戦争で例外的ではあるの
で、外国人に会わせてもいいだろうということでした。もちろん女性自身が自分たちの体験を話
したいかどうか本人たちの問題ではあったのですが、レイプは戦争の一つの手段であって、ジャ
ンジャウィードはレイプを通じて民族浄化を行おうとしていたわけです。
　私はこういう事例をほんとうに多く見てきました。ほんとうに恐ろしい状況を取材しました。
スーダンの危機はあまりにも長い間続いていて、私自身苛立ちを抱えています。キャンプの内部
でもいろいろと暴力もありますし、現在でも支援なくしては存続することができません。だから、
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より多くのジャーナリストが取材をして、ダルフールの人たちがいずれ自分の故郷に戻れるよう
な状況になること、また世界各地の女性が人権を守られることを私は心から希望しています。あ
りがとうございました。
西谷　ホックシュタインさん、大変ありがとうございました。われわれもいまガレリアに展示し
ている写真を見て、先ほど「すばらしい」と言いかけましたが、もちろんあれがもし「すばらし
い」としたら、なぜ「すばらしい」のかというと、当然ながら写っているものがすばらしいとい
うのではないわけです。あの写真がわれわれをどういうものに近づけさせてくれるか、あるいは
カメラがどういうかたちでこういう現場に入っていっているか、そのことをわれわれはたぶん感
じ取るのだと思います。だからひじょうに強いイメージで、なおかつそのイメージがひじょうに
センシティブなものであるとわれわれは感じるわけです。そういう写真をどのようにして撮って
いるのか、実際の経験に即してお話しいただきました。
　今度は特にスーダンの情勢を中心にして、栗田さんからお話を伺いたいと思います。
栗田　いまホックシュタインさんのお話を伺って、ホックシュタインさんの場合、スーダンのダ
ルフールだけではなくて東コンゴで取材をされたり、また、特に地域に限定されず、むしろジェ
ンダーにかかわる暴力ということで、パキスタン、アフガニスタン、さらにはニカラグアの取材
もされている。そういうダイナミックな活動をされていることに感銘を受けました。
　ただ、私の場合はスーダンのことしかやっておりませんので、いまホックシュタインさんがご
紹介された問題の中のスーダンの、特にダルフール危機と呼ばれるものについてだけお話しした
いと思います。具体的な、ひじょうにビビッドなイメージは、むしろホックシュタインさんの写
真のほうから皆さん得ていただけると思いますが、私の方は、こういうダルフールの事態を受け
止めるときに、どういうことを念頭に置いて考えるべきかに絞って2点ほどお話ししたいと思い
ます。非常に限定的なスーダンだけの話になりますが、あるいは他の地域における似たような事
態を考えるときにも、参考になるかもしれません。
　第1点目ですが、まず強調したいことは、スーダンで起きている事態、ダルフールで起きてい
る「人道的悲劇」と呼ばれるものは、基本的にスーダンの現在の政府、政権に全面的に責任があ
るものだということです。アフリカのいろいろな地域の悲劇が日々報道されていますが、われわ
れは特に意識をせずに報道に接していると、アフリカは何かいろいろ大変だな、部族もいろいろ
ダルフール危機
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あるようだし、アフリカ系の部族もあればアラブ系の部族もあるし、たぶん利害も対立するのだ
ろう、ひじょうに複雑な情勢なのだなというふうに、ただ印象的に思っている。複雑だと思いな
がらも、それ以上理解できないまま、また日常の忙しさに紛れてしまうということはありがちだ
と思います。
　スーダンの場合、この場でぜひ強調しておきたいのは、スーダンで現在起きていることは部族
紛争とか民族紛争ではなくて、1989年にクーデターで成立した現在の政府、ナショナル・イス
ラミック・フロント、国民イスラーム戦線と呼ばれる組織を母体とする政府が引き起こしたもの
だということです。このナショナル・イスラミック・フロントはいま名前を変えて、ナショナ
ル・コングレス・パーティ、国民会議党となっていますが、この勢力が現在も政権の座にありま
す。スーダンの現状に責任があるのは、1989年以来十数年間スーダンを支配してきたこの勢力
による、特殊な支配のあり方であり、その下で引き起こされてきた事態には現政権に責任がある、
ということを強く訴えておきたいと思います。
　このナショナル・イスラミック・フロントの政権の性格について少しご説明しましょう。まず、
先ほど申しましたように1989年にクーデターで政権に就きます。この勢力がどういう経緯で生
まれてきたかといいますと、1970年代末から80年代にかけてスーダン社会のなかに台頭してき
た一握りの特殊な資本家グループがもとだと言うことができると思います。人によってはこれを
寄生的資本家、パラサイト・キャピタリストという言い方をします。どういう意味で「パラサ
イト」なのかというと、これは生産的分野、つまり農業や工業といった分野に投資している資本
家ではありません。そうではなくて金融とか輸出入、国内流通など、言ってみれば非生産的な分
野に関わって、1970年代後半から80年代のスーダンで急成長を遂げてきたある特殊な資本家グ
ループなのです。
　現象的には、これは実は1970年代後半から80年代にかけて、湾岸のサウジアラビアやク
ウェートの資本をスーダンに投資することで作られたイスラーム金融銀行、イスラーム・バンキ
ング・システムと関係があります。イスラーム銀行というと、日本で紹介されるときには利子を
取らない無利子銀行ということで美化されて伝えられることが多いのですが、実際には、利子と
いうかたちこそとらないけれど、手数料を取るとか、あるいは自己の政治的なプログラムに同意
する人々にだけ融資するというかたちで、政治目的と経済活動を一体化させるなど、いろいろな
問題点を含んでいます。
　スーダンの場合、1970年代後半から80年代に、現政権を担う資本家層、金融とか商業とか輸
出入といった分野で活動する特殊な資本家層が非常に力をつけた背景には、こういう湾岸の産油
国資本とつながったイスラミック・バンキングとの関係があるだろうといわれています。
　今日は時間がありませんので細かいことはお話ししませんが、現政権が特定の資本家グループ
を代表する政権であって、かつそれが自分の支配を正当化するためにイデオロギーとしていわゆ
る「イスラーム主義」を用いている。イスラーム法、シャリーアに基づくイスラーム国家を建設
することが自分たちの目的であり、それ以外の目的を掲げている政党はイスラームに反するとい
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う言い方で政敵を蹴落としていく。そのような手法をとってきた集団であるということができま
す。
　詳しい背景には立ち入りませんが、こういう勢力が70年代末から80年代に成長し、さらに当
時スーダンに成立していたヌメリ政権という軍事政権と結びつくことで台頭する。その後、紆余
曲折を経ながら勢力を保ち、最終的に1989年、国民イスラーム戦線がクーデターによって、今
度は独力で政権を全面的に掌握するという事態が生じます。そのあと国民会議党と名前は変えま
したが、現在に至るまで同じ政権が継続しています。89年に政権を掌握したあとは、基本的に
ひじょうに単純な政策を展開しており、すべての権力と富をナショナル・イスラミック・フロン
ト系の資本家に集中させることだけを追求してきた政権ということができます。
　今日のシンポジウムは、「ネオ・リベラリズムと現代の戦争」という科研研究とも連動してい
るようですが、このナショナル・イスラミック・フロントは、経済面ではまさに一種のネオ・リ
ベラリズム、市場万能主義で自由主義的な経済政策を標榜しています。
　具体的には、国営企業等の民営化をどんどんやります。日本でもいま郵政の民営化が問題に
なっていますが、似たようなことをスーダンの政権もやっています。国営企業だったものを民営
化して、それをただ同然の価格でナショナル・イスラミック・フロント系の資本家に売り払って
いくというかたちで、民営化を通じて自己の支持者を富ませる。同時にイデオロギー的には非常
に奇妙なことに、ネオ・リベラリズム的な政策と、イスラーム法の施行されイスラーム国家を建
設するという「イスラーム主義」イデオロギーがなぜか結合しているわけです。
　政治イデオロギー面では政敵を排除して自らの支配の正当性を訴えるために、自分たちはイス
ラーム法の施行されるイスラーム国家を建設する、あるいは現在のアメリカ主導の世界において、
自分たちだけが一大文明プロジェクトをもってアメリカの覇権に対抗しようとしているのだ、と
いった主張をする。新自由主義的なスローガンのもとにナショナル・イスラミック・フロントの
資本家に富を集めるというある意味ではひじょうに即物的な政策と、ひじょうに大仰な「イス
ラーム主義」的なイデオロギーが、なぜかうまく結合して政権を支えているという構造になって
います。
　そしてこの政権は、自分たちの支持者以外の勢力を徹底的に弾圧してきました。他の政治勢力
に対して、あれはイスラームにのっとっていない政党だからだめだと言って、中道やリベラルな
政党に対してもそうですが、ましてや共産党や労働運動などは徹底的に弾圧します。アフリカに
そんなものがあるかと皆さん思うかもしれませんが、スーダンには鉄道労働者を基盤とするかた
ちで1940年代からひじょうに強い共産党が存在しました。アフリカでは南アフリカと並んで最
大の共産党が存在する国でもあったわけです。そういう労働者の運動とか共産主義に対しては鬼
の首を取ったように、イスラームに反するといって弾圧するというかたちで徹底的に潰してきま
した。
　われわれはいまダルフールの問題だけに目を奪われていますが、ひじょうに激しい人権侵害が
北部の、たとえば首都ハルツームなどの労働運動を行う人々、民主化運動を行う人々に対しても
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行われています。ゼネストを呼びかけた労組の指導者が死刑判決を受けるとか、現政権に批判的
だった軍人が逮捕されて獄中でレイプされる―男性のレイプも政治的武器としてスーダンの場
合使っています―、そういうかたちで労働運動や民主化運動に対する弾圧が行われています。
　その一方で現在の政権は、南部やヌバ山地、あるいは今日お話に出ている西部のダルフールな
どの地域、スーダンの中では低開発地域ですが、その低開発地域の住民の抗議運動に対してもひ
じょうに暴力的な弾圧をおこなってきました。
　われわれはスーダンというと、南北対立とか、いまはダルフール紛争とか、地域間の対立と見
がちですが、実は同じ政権の強権的な政策の一部として、労働運動や民主化運動に対する弾圧も
あるし、低開発地域の住民の運動に対するひじょうに過酷な弾圧もあるわけです。特に有名なの
は南部です。文化的にもイスラームやアラビア語が浸透していなくて、北部とは異質である南
部の住民の運動に対しては、それを「ジハード」、イスラームに基づく聖戦の名の下に弾圧する。
虐殺やレイプ、ジェノサイドに近いことをやってきたと言われます。
　また、スーダン全体の地図を見ていただきますと、中央部のコルドファーン州の南部にヌバ山
地と呼ばれるところがあります。ヌバ山地は行政的には北部に属しますが、地理的条件もあって、
文化的にはアラビア語やイスラームがそれほど浸透せず、スーダンの中では歴史的に低開発地域
となってきた地域です。この地域も現政権の下では南部と並んでひじょうに激しい弾圧を経験し
ます。いまわれわれはダルフールについてジェノサイドに近いことが起きていると聞くわけです
が、1989年に政権を取って以来、すでに90年代を通じてスーダンの現政権は南部やヌバ山地に
対して、いまダルフールに対して行っているのと同じことをやってきました。
　たとえば1995年にアフリカン・ライツという人権団体が出した『フェイシング・ジェノサイ
ド』という本がありますが、これはまさにヌバ山地が集団虐殺、民族浄化に直面しているという
警告を発した書です。これを読んでいただくと、いまダルフールで起きているのと同じことが
すべて起きています。虐殺や強制移住、女性に対するレイプを武器として使って人々を村から立
ちのかせ、難民化させるとか、あるいは政府軍が弾圧をするだけではなくて、その地域の複雑な
部族構成などを利用して部族民兵というかたちで現地人を使って現地人を叩かせるということを
やっている。すべて同じことがヌバ山地でも起きています。そういう意味で、われわれはダル
フールの事態に気がつくのが遅すぎたということかもしれません。
　同時に再度確認しておきたいのは、いまダルフールで起きていることは1989年に成立した現
政権の非常にゆがんだ政策の下で引き起こされてきたスーダンの抱える大きな悲劇の一環として
とらえるべきだということです。さらにここで押さえておいていただきたいのは、スーダン国民
も黙っていたわけではなくて、89年にこの政権が成立した直後から、実はこれに反対する広範
なスーダン国民の抵抗運動が存在してきたということです。
　マスコミ等で比較的取り上げられてきたのは南部の抵抗ですが、実は北部の諸政党、労組組織
も女性団体も、南部の人々も、西部の人々も、東部の人々も、いまのこの政権はあまりにまずい
と思っているわけです。一握りの特殊な資本家グループが「イスラーム主義」で自らを正当化し
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て、ほかのすべての国民を圧迫しているともこの政権はあまりにまずい、そういう認識はスーダ
ン国民の中で早くから芽生えて、それに対する国民の民主化闘争は、実は89年直後から行われ
てきました。
　具体的にはナショナル・デモクラティック・アライアンス、国民民主同盟という組織があり、
その中でまたいろいろな組織が活動してきました。マスコミでは南部に基盤を持つ抵抗運動が有
名ですが、SPLM（スーダン人民解放運動）、ジョン・ガラングが率いるこの運動もナショナル・デモ
クラテイック・アライアンスの一部として行われています。北部の諸政党や労組の運動とも共闘
するかたちで長く行われてきた点に意義があって、その点も押さえておいていただきたいと思い
ます。
　第2点目です。1点目としてお話したのは、いま起きていることはスーダンのナショナル・イ
スラミック・フロント政権に責任があるということですが、ところがだれが見ても極端なナショ
ナル・イスラミック・フロント政権の独裁的・ファシズム的ともいえる政策が、皮肉なことに独
立後のスーダンに初めて外国の干渉、「国際社会」の大規模な干渉を招き寄せ始めている。それ
がまた大きな一つの問題であろうと考えます。これが第2のポイントです。
　スーダンは1899年にイギリスの植民地統治下におかれたあと、長い反植民地主義闘争を経て
1956年に独立しました。そして独立後はどの外国軍の基地も置かない、独立国家としてやって
きたわけですが、皮肉なことにこの「イスラーム主義」政権、「一大文明プロジェクト」を謳い
上げた現政権の下で、独立後初めて外国軍の進駐を許してしまう、「国際社会」が干渉してくる
という状態を招いてしまうことにもなりました。そういう意味で、ナショナル・イスラミック・
フロント政権の存在が、逆にいま第2の問題、国際社会のスーダンに対する干渉という問題を招
き寄せ始めていることが重要です。
　その背景にはスーダンという国が、実はここ数年の世界の中でひじょうに重要になってきてい
るということがあります。特に誰にとって重要かというと、アメリカをはじめとする先進資本主
義国の資本家にとってということです。それはなぜかというと、スーダンが産油国になったから
です。スーダンは独立以降ずっと貧乏国で有名でしたが、幸か不幸か1980年代から南部で石油
採掘が始まって、1999年以降、輸出が本格化しました。現在、スーダンの南部からいま問題に
なっているダルフールにかけて石油が埋蔵されており、しかもこれが半端な量ではないことが先
進資本主義国にわかりつつある。つまり産油地帯としてスーダンが重要になっているのです。
　それからもう一つ、スーダンが地政学的に重要になっているということがあります。地図を見
ていただくと、スーダンはソマリア、ジブチ、エチオピア等から成るいわゆる「アフリカの角」
に接しています。ペルシャ湾岸の大産油地帯とインド洋を同時ににらむという軍事的要衝です。
　また同時にアメリカは、スーダンをアフリカ内部に入っていくためのルートとしてひじょうに
重視しています。グレート・レイクス・エリア、コンゴ、ルワンダ等の地域のことを大湖地域と
いう言い方をしますが、スーダンを通じてそのアフリカ内陸部に入っていくことができる。アメ
リカをはじめとする先進資本主義国がアフリカ内陸に影響力を伸ばしていこうとする際にも、や
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はり枢要な地域だということです。石油という問題と、アフリカ進出の上での地政学的な重要性
があって、スーダンが重要になってきている。そういう中で先進資本主義国にとってはひじょう
に都合のいいことに、とんでもない政権がいまスーダンにはあるわけです。スーダンにナショナ
ル・イスラミック・フロント政権があることが、この政権の人道上の問題点や「テロ支援国家」
であることを口実に、アメリカを中心とする先進資本主義国がスーダンに介入していく格好の口
実を与えることにもなった、このことが重要です。
　その結果として、たとえばスーダンでは最近南北の内戦がようやく終わって、今年の2005年
1月にはケニアでスーダンの北部政府と南部の間の包括南北和平協定が結ばれたことが報道され
ました。マスコミなどでは明るいニュースとして伝えられていますが、この南北和平プロセス
というのは、もちろん戦争が南部と北部の間についてはとにかく終わった、そして平和が来ると
いうその1点においては肯定的な意味を持ちますが、ただその他の面で見るとひじょうに問題を
持っています。これは言ってしまえばアメリカ主導、特に2001年以降急速に進められたプロセ
スでした。
　前半で、スーダンのナショナル・イスラミック・フロント政権に対しては、南北を超えてスー
ダン全体の国民が一丸となって闘ってきた、低開発地域の運動だけではなくて、低開発地域の抵
抗運動と、たとえば労働者の運動、民主化運動が一緒になって抵抗してきたことをお話しました
が、アメリカはこれをいわば分断したのです。国民の運動の中の南部の部分だけを取り出すかた
ちで、南部の抵抗勢力と北部の政権の間の手打ちをアメリカが仲介するというかたちで、この和
平プロセスをまとめた。それによってほかのスーダン国民は取り残されてしまって、民主化プ
ロセスを置き去りにするかたちで和平だけが成った。そしてスーダンのナショナル・イスラミッ
ク・フロント政権が今度は南部のSPLMをパートナーとして取り込み、アメリカのお墨付きも
得るかたちで、より安定して独裁政権を続けていくという条件を手にしてしまった、そういう構
造があるということもできます。
　要するに和平は成ったけれども、ひじょうに偏ったかたちの問題の決着になってしまって、か
つ今後のスーダンの政治プロセスがおそらく長期にわたってずっとアメリカの影響下に置かれて
いくことになるだろう。そういう問題点を抱え込むことになりました。
　また、今回のダルフールの問題ですが、われわれはダルフールの人道危機に注目していますが、
それによって結果的に何が引き起こされたかというと、NATOが初めてのアフリカ展開を、ま
さにダルフールという舞台において遂げた。「人道的悲劇」が起きているということで、最初は
アフリカ連合（AU）は何とか域内で紛争を封じ込めていこうとしたわけですが、最終的にはAU
だけに任せておけないという話になって、いまEUとNATOが共同で空輸等のロジスティックの
部分でスーダンに入っています。NATOは域外展開ということではすでにアフガニスタンに行っ
ていますが、アフリカに初めて足を踏み入れる、そのきっかけを与えてしまったことにもなると
いうことです。
　さらに国連のアナン事務総長はこのダルフール問題についてはひじょうに活発に発言していて、
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（先ほどホックスタインさんからアナン事務総長はまだ十分に強力なメッセージを発していないというお話もありましたが）、
スーダンの人道的悲劇に対して国際社会の注意を喚起して介入を呼びかけていますが、これも巨
視的に見ると100%支持できるものかどうか、少し疑ってかかる必要があります。
　現在、国連はイラク戦争のあと、あまりに悪化してしまったアメリカとの関係を仕切り直し、
調整しようとするなかで、一種アメリカ流の「予防的武力行使」を容認するという方向に舵を切
り替えつつあって、たとえばジェノサイドとかエスニック・クレンジングが起きているようなと
きには、そういう集団を保護するための人道的介入ならあってもいいという方針を打ち出そうと
している。特にアナンにはその傾向が強いですが、まさにそういう議論をするときのモデルケー
スとして、ほら、スーダンではすごいことが起きているじゃありませんか、あれを放っておいて
いいのですか、という話としてスーダンのダルフールが用いられてしまうということがあります。
　このように見てくると、われわれがここに座ってスーダンの人権状況とか人道問題について
話し合っているということもちょっと冷めた目で見直してみる必要がある。振り返ってみると
スーダンというのは実は19世紀以来、ずっと人道上の問題があることになっていて、それを口
実に列強が進出してくるというトポスであったということがいえるかと思います。「スーダンと
いうトポス」とレジュメに書いたのですが、スーダンについては19世紀以来ずっと奴隷交易が
行われているとか、「アラブ」が「黒人」を抑圧していることが伝えられ、また最近ではいわゆ
るFGM（女性性器切除）の問題もしばしば伝えられます。そのなかで人道的な悲劇があることを理
由に先進資本主義国による介入が繰り返されてきたということがあります。
　19世紀にもスーダンの人道上の悲劇はヨーロッパでさんざん報道されていて、たとえばアラ
ブ人によるスーダンの黒人に対する奴隷狩りは当時のヨーロッパで注目を集めたトピックでした。
アンチ・スレーバリー・ソサエティ（反奴隷制協会）などの組織が中心となって、スーダンでは許
し難いことが起きているので介入せよというキャンペーンをしきりにやる。そういう中からまさ
に奴隷交易と戦うクリスチャン・ヒーローとして、ゴードン将軍のような人物も出現しました。
　ゴードンはイギリスの軍人で、スーダンに介入するときの尖兵となって、最終的に1885年に
マフディー運動の抵抗にあって首都ハルツームで戦死してしまう人ですが、この人などは1870
年代にまさにスーダンで起きている許し難い人道上の悲劇、アラブによる黒人の奴隷狩りを鎮圧
するために頑張った人ということで、クリスチャン・ヒーローというかたちで出てきて人気を集
めた。それを背景に80年代に入ってスーダンに対する干渉戦争の尖兵となっていったようなパー
ソナリティでもあります。ほぼ百年前のことですが、このように考えてみると、いまわれわれが
スーダンに対して無意識のうちにとっている姿勢も、あと百年たって振り返ってみたら、あれは
結局帝国主義だったということになるかもしれません。
　以上をまとめると、二つの問題をわれわれは抱えているわけです。ナショナル・イスラミッ
ク・フロント政権の独裁の問題、これは厳しく糾弾されないといけない。それと同時に、そのま
さにナショナル・イスラミック・フロント政権の存在が、スーダンに対する「国際社会」の介入
の増大を引き起こしていることも深刻な問題です。
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　その中でわれわれに残された課題としては、どうしたら百年後に振り返ったときもわれわれは
帝国主義的ではなかったと言えるか。帝国主義的な立場に無意識のうちに逆行・退行することな
しに、独裁と戦うスーダンの人々と連帯していくことができるか。これはひじょうに難しい課題
ですが、それがいまわれわれが抱えている課題ではないかと思います。長くなりましたが以上で
す。
西谷　ありがとうございました。（拍手）栗田さんからスーダン国内のいまの問題を引き起こして
いる政治状況、歴史的経緯、それともう一つはそれを取り巻くいまのグローバル化状況、スーダ
ンとアメリカ、あるいはEUとの関係、これにはもうすでに日本もかかわっているという問題も
あるわけですが、そういう外との関係、そしてそれを見るときのわれわれのまなざし、あるいは
われわれの立場の問題、その三つを軸にお話ししていただきました。
　それでは議論はあとに回して、進めたいと思います。一言付け加えておけば、ホックシュタイ
ンさんのお話と栗田さんのお話と、次の岡さんのお話とはそれぞれ違う立場からなされます。わ
れわれはこの3人のお話を照明としながら、われわれにとってのこの問題を立体的に描き出して
いきたいと考えています。では岡真理さん、お願いいたします。
岡　皆さん、こんにちは。岡真理と申します。現代アラブ文学を専攻しており、なかでもパレス
チナ問題を中心的テーマとして考えています。今日、限られた時間の中で私としては二つお話し
させていただきたいことがあります。一つは表象の政治学という問題、もう一つはもし時間があ
ればですが、ホックシュタインさんの一連の写真を拝見して、私はひじょうに感動しました。そ
こから触発されて考えたことをお話ししたいと思います。
　先ほど西谷さんが、グローバルなメディアがどのように出来事を表象しているかということに
関してちょっとお話しされました。イラク戦争が秒読み状態に入ったころ、私は日本のテレビの
報道を見ていて、一つ驚いた、あるいは感動したことがあります。それは戦争が始まったらこの
人たちが殺されるのだということを、各テレビ局が競うようにして報じていたことです。
　私が記憶している限り、「ニュース23」の筑紫哲也さんがバグダッドに入られて、まさに通り
を歩きながら、等身大の人間の目線でイラクの人々がいまどのように生活していて、確実と言わ
れている戦争が始まったらこの日常が破壊されるのだ、それに対していまイラクの人たちがどう
思っているのか、感じているのかを報じていました。
表象の政治学
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　しかしいざ戦争が始まってしまうと、皆さんご存じのとおりアメリカ軍は、記者たちがアメリ
カ軍と行動をともにする、まさに従軍するというかたちでしか報道の許可を与えない。そのこと
によって、報道はアメリカ軍と行動をともにするものになっていくわけです。同時に、これはア
フガン空爆のときもそうでしたが、日本のマスメディア、テレビなどのニュースでは、軍事評論
家と呼ばれる人たちがスタジオに登場して、今日はこことここで爆撃がありましたと、まさに爆
撃する側の視点から戦争について語る。そして爆撃される側、爆弾が落ちたら手足をもぎちぎら
れる側の視点がまったくありません。
　ではイラク戦争が終わってみればどうか。たとえばいまでもアメリカ軍による爆撃が実際はあ
るにもかかわらず、そうしたことはほとんど報道されない。とりわけ外国人の安全が保障されな
いようなバグダッドにおいて、新聞社やテレビ局などのマスメディアは、特派員を送ってもホテ
ルに缶詰状態で、危ないから外に出るなという状況の中で、イラク市民の日常が報道されない。
一部のフリーの人たちが危険を冒して入って、そこで劣化ウラン弾による被爆がどういう状況に
あるのかといったことを伝えているという状況です。
　表象の政治学というときに、表象されるものがいったい誰の、どのような視点から表象されて
いるのかが一つの問題としてあると思います。同時に私はパレスチナ問題を中心的テーマとして
考えていると先ほど申し上げましたが、あるとき、ある方がおっしゃったのが、パレスチナは語
られるけれども、クルド問題は語られない。エドワード・サイードもパレスチナについては語っ
ているけれども、クルド問題については語っていないと言われました。
　そのような批判はもちろん批判としてありうると思いますが、そう語ったときに、ではクルド
問題は、確かにパレスチナ問題と比べたら報道されない、表象されないのだけれども、でも90
年の湾岸危機、湾岸戦争のとき、クルド問題が脚光を浴び、そして10年間、それはまた報道さ
れなかったのだけれども、今度またイラクがメディアの関心を集めると、やはりそこでクルド問
題は出てくるわけです。つまりイラクで何かあると、というかたちではあるのだけれどもクルド
問題が報道され、表象される。
　たとえばアフリカで2000年に石油が発見されて、それ以前、先ほど栗田さんのお話にもあり
ましたようにスーダン南部においていま現在のダルフール危機と変わらない人道問題があった。
にもかかわらず、そうしたことはほとんど注目を浴びてこなかった。いまダルフール問題という
かたちでメディアの関心を集めていますが、ではアフリカにおいて問題なのはスーダンだけなの
か、ダルフールだけなのか。ごく一部の問題が語られるけれども、ではアフリカでそれ以外に何
の問題もないのか。むしろアフリカは本当に表象の暗黒大陸になっているのではないか。
　たとえばアフガニスタンも、アメリカがアフガンを空爆するという事態になって突然アフガニ
スタンに関する報道、表象があふれだした。先ほどの栗田さんのお話をうかがっていて私が思い
出したことがあります。2001年10月、日本時間8日、アメリカ時間7日にアメリカはアフガン
空爆を開始しました。その1カ月ちょっと経った11月にローラ・ブッシュ大統領夫人が全米向
けのラジオ放送で演説を行っています。その中で、タリバンというのはアフガニスタンの女性た
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ちを抑圧し、アフガニスタンの子どもたちを抑圧し、たとえばアフガニスタンでは子どもたちが
外に出てタコを揚げることすらもできない。女性や子どもたちに対する抑圧こそがテロリストの
究極のゴールの一つなのだ。アメリカはタリバン政権によって抑圧されている女性や子どもたち
を解放するために空爆しているのだ。いまアメリカの空爆によってタリバン政権が崩壊し、その
抑圧から解放された女性たちは回復された人権をひじょうに喜んでいる……。そのような報道を
行いました。
　すなわち人道的な危機を救済するものとしてのアメリカ、あるいはブッシュ大統領という、先
ほどの奴隷を解放するためのゴードン将軍ときわめて似たような論理、あるいは紛れもない帝国
主義的な行為がそうした人道の危機にあるものたちを救済するというかたちで正当化され、語ら
れる。100年前のスーダンに関して行われていたのと同じような言説がアフガニスタンに関して、
あるいはアメリカに関して行われている。
　しかしアフガニスタンの女性たちの抑圧というのは何も突然2001年に始まったわけではない。
あるいは子どもたちがタコを揚げられない状況がある。ではパレスチナはどうなのか。イスラエ
ルによるパレスチナの67年以来の占領に限っただけでも、それは2005年の今年まで38年にわ
たって続いている。そのイスラエルの占領下で女性や子どもたち、男性たちがどのような抑圧、
どのような人権侵害を被っているのか。
　それはたとえばパレスチナ人による「自爆テロ」という言葉で日本語では表現されています
が、あるいは「暴力の連鎖」、あたかもどっちもどっちというような言葉で表現されてしまった
り、イスラームの教えにのっとって「ジハード」を行うというかたちで表象されているけれども、
38年にわたって国連決議、あるいは国際社会の非難にもかかわらず続いている占領の暴力、人
権侵害、人間の尊厳の否定に対していったいどれだけメディアがそれを報道してきたのでしょう
か。
　つまりそこには私が「表象の政治学」と名づけるところのもの、すなわち国際的な報道の、そ
してメディアの注目を集めるような出来事と、集めないものがある。ではある出来事に世界の注
目やメディアの関心が集められるとすれば、それはいったい何ゆえなのか。先ほどの栗田さんの
お話でひじょうによく理解ができたように、同じような人道上の危機がなぜスーダンにあるのか。
90年代を通してあったにもかかわらず、そうしたことはほとんど注目を浴びてこなかったのが、
なぜ突然ダルフールなのか。逆にそのように注目される陰で、いったい何が隠蔽され、抑圧され
ているのか。
　ですから、パレスチナは語られるけれども、クルドは語られないと言ってしまうと、でもクル
ドは語られるのにアフリカのことは語られないというようなかたちで、何かそこで表象のされな
さを競うような議論になってしまうと思います。そのような批判でいいのだろうかという疑問が
あるわけです。
　むしろパレスチナを語ることが排除してしまう、つまり、パレスチナを語ると同時にそこでは
直接語られてはいないのだけれども、そこでは直接語られていない出来事を排除したり、抑圧し
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たり、隠蔽したりすることに加担するのではないようなかたちで、たとえばクルド問題を、たと
えばアフリカの問題を、私たちが想起するような表象とはいったいどうしたら可能なのだろうか。
これは先ほどの栗田さんのお話の最後で問いとしてあった、では帝国主義に加担することなく、
スーダンの民衆と連帯することはいかにして可能なのかということとつながる問いであると思い
ます。
　そうした「表象の政治学」が働くのは何もグローバルなメディアに限ったことではありません。
たとえば日本で国際戦犯法廷が開かれ、そこで戦時性暴力が裁かれました。しかもそれを報じ
たNHKの番組が改ざんされたということが、今年になって突然浮上しました。しかしそれはメ
ディアの上では、あたかも朝日新聞対NHKという対立の構図に矮小化されるかたちで議論され
ています。
　でも私がここで問題にしたいのは、あの国際戦犯法廷が開催されていたときに海外のメディア
はそれを大きく報道していたにもかかわらず、朝日新聞をはじめとする国内のメディアはいった
いそれをどれだけ報じていたのか。
　あの戦犯法廷に関しては画期的な点が少なくとも二つありました。一つは天皇裕仁の有罪が宣
告されたことです。でも、それを国内のメディアはほとんど報じなかった。もう一つは戦時性暴
力が戦争犯罪として裁かれたということです。
　先ほどのホックシュタインさんのお話の中にもありましたし、ホックシュタインさんの一連の
作品の中であるとおり、そうしたダルフールにおける民族浄化、性暴力の問題は、戦時性暴力と
してダルフールでこんなひどいことが起きているというだけなく、それはもう一つ、私達の東ア
ジアにおける近現代の歴史の中で日本軍が性奴隷制度というかたちで行った、そうした女性に対
する戦時性暴力ともつながっている。
　もう一つ私が問題にしたいのは、たとえばパレスチナで1948年5月にイスラエルというユダ
ヤ人国家が建設された、そのユダヤ人国家の建設と相前後するかたちで、のちにイスラエル領と
なるパレスチナの各地でユダヤ人ならざるものたち、すなわちイスラム教徒とキリスト教徒のパ
レスチナ人に対して民族浄化が起きた。その中で、具体的には虐殺、さらには女性たちへのレイ
プが行われた。しかしこのことがほとんど語られていない。
　それは、イスラム社会だからそうした一族の名誉を損なった女性たちの問題が語りにくいこと
もあると思います。しかしそれだけではない。そうした60年前の出来事が、つまりイスラエル
という国家がいったいだれに対するどのような暴力のうえにつくられた国なのか、その問題は近
年イスラエル国内においてイヤン・パペをはじめとする歴史家たちがそれを明らかにしています
が、しかしそうしたことが歴史的な記憶として、決して世界的に共有されてはいない。
　ホロコーストという出来事、ヨーロッパでナチズムの時代にユダヤ人が被った悲劇はさまざま
なかたちで表象され、それは歴史的記憶としてユダヤ人に限定されない世界の人たちによって記
憶され、共有されている。しかしそうしたホロコーストという出来事の直接的、間接的な結果と
してパレスチナ人が被っている同じような被害がある。しかもそれは戦時性暴力として女性に対
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するレイプというかたちで60年前に起きているということはほとんど語られない、表象されない。
　先ほどの私の話につなげるならば、たとえばダルフールで起きている危機、民族浄化が報道さ
れるとき、ダルフールに光が当てられるということが、しかしますます表象の暗黒大陸としての
アフリカを陰に置いてしまうのではなく、それと共犯する、あるいはそこに焦点が当たることに
よって語られない出来事が、なお抑圧され、隠蔽されるのではないようなかたちで、たとえば
60年前のパレスチナで起きた民族浄化、パレスチナ人女性が被り、そしてなおその痛みを今日
まで抱えて生きている、そこへと私たちを開いていくようなことはいかにしたら可能であるのか。
　残りの少しの時間は私がホックスタインさんの作品を見て感じたことをお話ししたいと思いま
す。森巣博さんという日本人の作家がおられます。彼が最新作をめぐって行われた対談の中で、
創造することと祈ることは人間の特権だと語っておられました。しかしそれを読んで私は違和感
があったのは、確かに祈るという行為は人間にしかできないという意味では人間の特権かもしれ
ない。でも祈りというのは特権なのだろうか。むしろ祈ることしかできない人たちがいる。
　ホックシュタインさんの写真を見て思ったのは、そこに写し出されているものたちは、彼らに
何かができるとすれば、それはもはや祈るということだけである。それと同時に私はホックシュ
タインさんの写真は、写真それ自体がホックシュタインさんの祈りであると感じました。他者の
痛みを前にしたとき、それを写し出すということは、もちろんそれはそうした状況への変革の意
思なり希望なり願いを込めているわけですが、しかしまさに人間が祈るという行為ではないだろ
うかと思いました。
　その祈りとしてのホックシュタインさんの写真ですが、それは1枚の写真であるにもかかわら
ず、その多くがあたかも一編の小説、あるいは一編の映画を読んだ、あるいは見たような印象を
受けました。ある種の暴力、とりわけ人を難民に変容させるような暴力は人間から一人ひとりの
個別性を奪い取り、個人である人間たちをある一つの状態へと溶解させてしまう出来事です。
　ここで私が想起するのは、パレスチナ人の作家にガッサン・カナファーニという人がいます。
カナファーニが書いた作品、これは日本語訳がありますが、日本語のタイトルは『彼岸へ』です
が、これはあるパレスチナ難民の青年が国際機関で働く一職員に向かって語るモノローグが作品
の中核をなしています。そのモノローグの中で難民の青年が語るのは、パレスチナ人がイスラエ
ル建国によって難民となって十数年という歳月が流れ、パレスチナ人はいまや一個一個の個人で
ある人間ということをやめて、難民という一つの状態、これはアラビア語でハーラと言いますが、
そういう一つの状態に溶解してしまった。何十万もの人間たちが個たることをやめて、一つの状
態に溶けてしまった。しかも難民キャンプの中で圧縮されたその状態はいまや極限に達し、近い
将来必ずや爆発するであろうという予言でそのモノローグは終わります。
　この作品が書かれたのは1962年ですが、そのカナファーニの予言を証明するかのように60年
代後半からパレスチナ人が次々と武器を持って立ち上がり、抵抗を開始することになります。カ
ナファーニがこの作品の中で描いているのは人間としての個別性を剥奪されて、言い換えれば人
間という存在から人間性を奪われ、一個の状態へと還元されてしまった人間たちが、むしろその
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一つの状態を自らの存在をかけた反抗の力へと変容させるという時代です。
　個たる人間がその個別性を奪われて、一つの状態へと還元されてしまう事態は、たとえばプ
リーモ・レービが描くアウシュビッツにおける被収容者たちの状況とも通底するものがあると思
います。アウシュビッツにおいてナチスの絶滅収容所において収容された人間たちは一連の数字
に還元される。すなわちその人間としての名を奪われ、個たることを奪われ、数字に還元されて
しまうわけです。つまり名を奪われるということ、個別性を剥奪されるということが言ってみれ
ば人間性を否定するということであり、人間から人間の尊厳を奪う暴力であるということです。
　何千、何万、何十万という人間たちが一時に難民と化すという事態そのものが人間の個別性を
奪い、彼や彼女らを一個の状態へと変容、還元させる出来事であるわけですが、同時にそうした
出来事が報道の対象となるとき、メディアにおいて難民たちは、ではどのように表象されている
でしょうか。しばしばメディアにおける報道においてもそこで被写体となっている難民たちはそ
の個別性を剥奪されると思います。
　近年難民キャンプなどを取材した新聞記事を見ていて気がついたことがあります。そこでたと
えば難民を写した写真が掲載されているとき、以前であればたとえば「起き上がることもできな
いうつろなまなざしの難民の少年」というかたちのキャプションであったのが、ここ数年私が変
化していることに気がついたのは、たとえば「起き上がることもできない何とか君、何歳」とい
うように、キャプションにその被写体となっているものの姓名や年齢が明記されていることです。
　つまり暴力的な出来事が彼らから個別的な性を剥奪し、彼らを難民という状態へ還元させたに
せよ、そうした事態を報道するということがさらに彼らから名前を消去して、状態として表象す
ることで彼らの個別的な人間性を二重に奪うという暴力へと転化する。そのことに対する批判的
な自覚が、キャプションにおいて難民の名前や年齢を明記するということにつながっているので
はないかと思われます。
　しかしそれを踏まえたうえでさらに考えるならば、人間一人ひとりから個別的な生を奪い、彼
らを一つの状態へと還元してしまう出来事の暴力性が確かに存在するときに、あるいは彼らが
被った暴力が確かにそのようなものであるときに、その暴力的出来事の表象において奪われた個
別性をキャプションで付与するという行為はいったい何を意味するのだろうか。むしろ逆に、あ
たかも私たちはこうした暴力に自覚的ですということを単に証明するためだけに名前をつけるこ
とによって、彼らを一つの状況へと還元してしまうような出来事の、その暴力性自体を隠蔽する
ことになってしまわないだろうか。
　ホックシュタインさんの写真を見ていて気がついたのは、まずその付けられているキャプショ
ンと、写真が極めて補完的なものとしてあるわけですが、そのキャプションの中で名前、固有名
が書かれているものとそうでないものがあるということなのです。さらに、たとえばレイプされ
た女性の写真においては、仮名で出ている。仮名を使うのであれば、「レイプされた女性」でい
いはずです。仮名だけれど、固有名をそこに載せるという必然性がある。また「難民たち」とい
うかたちで固有名が載っていないものもある。それは固有名が出ていないから、その写真は彼ら
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から個別性を奪うという表象における暴力を行使しているのかというと、そうではないと思いま
す。
　それをひじょうに細かく見ていったときに、ホックシュタインさんの写真はそうした分析がで
きるような表象のされ方をしていて、では難民というかたちで固有名をつけないのだけれども、
それがどのように人間の尊厳を描いているのかということについては―もう時間だと再三催促
されていますのでいったんここで私の話は打ち切って―、あとの質疑応答のところでホック
シュタインさんへの質問というかたちでさせていただきたいと思います。ご静聴どうもありがと
うございました。（拍手）
西谷　どうもありがとうございました。岡さんの話はメディアが一つのことを伝えると、同時に
それはほかのことを排除したり、あるいは一つのところに人の注意を引きつけることが単に伝え
るという以外の働きをしてしまう。そこには「表象の政治学」がある。そのことにわれわれはど
れだけ自覚的でありうるかとか、あるいは伝えることは「ニュース」といいますが、ニュースと
いうのは新しいことです。そのことを伝えることが同時に過去を隠蔽することになってはまずい。
そういう水平的な、かつまた歴史的なパースペクティブな中にメディアがあるということをわれ
われが自覚しなくてはいけない。そういうことを含めたお話だったと思います。
　写真についてはまたあとでご質問いただくということで、ここでいったん休憩に入らせていた
だきます。時間が押していますが、できるだけ皆さん方の質問なども受け付けたいと思いますの
で、お配りしたものの中に質問用紙があります。入口に係がおりますので、そこに質問用紙を出
してください。あるいはあとで質問箱を持って回ります。
　では10分間だけ休みをいただきます。
（休憩）
西谷　こういうことを企画するときにいつも思うのですが、あまり長々とやるわけにはいかない
し、けれどもある程度の枠を課そうとするとどうしても時間が足りなくなります。今日も時間が
少し押していますが、これからはなるべく要領よくやっていこうと思います。
　ひとつ、肝心なことを言い忘れていました。皆さんも今はお気づきのことかと思いますが、本
日私は壇上にはおりません。（笑）グローバル化する世界で、ほんとうにいろいろな問題が起こっ
ていて、メディアに伝えられようと伝えられまいと、あるいはグローバル化の中での圧力がさま
ざまなかたちで日本の大学の状況にも浸透している。とくに法人化という国の責任放棄とか、予
算の縛りによる自主的な管理強化とかですね。その中できゅうきゅうと組織にしがみつき、人に
余分な仕事を丸投げするだけで管理したつもりになっている男たちが居座るなかで、ひたすら篤
志で身を粉にして働き、学生やコースの運営を支えて実質的な仕事をして大学の日常を支えてい
るのは、たいていは女の人たちだということに私も最近つくづく気づかされました。だからもう、
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いと思いますので、中山さん、司会をお願い
いたします。（拍手）
中山　おかしな紹介をありがとうございまし
た。そのおかしな紹介はともかくとして、ま
ずは第1セッション前半部分の最後の岡さん
のスピーチを思い出していただきたいと思い
ます。ホックシュタインさんの写真に撮られ
ている人たちは祈ることしかできないのでは
ないか、そしてそれを撮るホックシュタイン
さんの写真自体が祈りなのではないかという
本当にすばらしいコメントとともに、いくつ
かの質問を出していただいていますので、後
半はまずホックシュタインさんにお答えとと
もにコメントなどをいただいて始めることに
したいと思います。ではよろしくお願いいた
します。
ホックシュタイン　岡先生のコメントには驚
かされました。私は自分が撮った画像が祈り
であるとは思いついたこともありませんでし
た。でもなぜ私がこの仕事をこんなにしてい
るのだろう、何でこんな被写体にひきつけら
れるのだろうと考え直してみると、それは世
界で起こっている悲惨なことに対する私のリ
アクションであり、私なりのやり方でこう
いった事象を認識しているわけです。
　私は人間として自分は何もなせないと思う
ことがあります。新聞を読んでも世界で起き
ているあらゆる危機を取材することは無理だ
といつも自分で無力感にかられますが、こう
した悲劇に対して私に何ができるかと考える
と、自分のバックグラウンドからして、苦し
む人、悩める人に引きつけられるのです。で
すから、自分でこれを祈りととらえたことは
ありませんが、多くの読者や多くの視聴者に
とっておそらく祈りだったのでしょう。つま
り人が直面している悲しみに対する表現であ
り、精神的に被写体と絆をもつ方法だと思い
ます。それでしか被写体とは絆をもつことは
できません。
中山　ありがとうございました。おそらく皆
さん方も、少しパネラー同士のお話を聞きた
いと思われるでしょうから、皆さんからいた
だいている質問票に関しては西谷さんにいま
整理していただいていますので、関連テーマ
が出てきたときにその都度交えながら、パネ
ラーの方々に議論していただこうと思います。
　では栗田先生から質問やコメントなどがあ
りましたら、お願いしたいと思います。
栗田　いま中山さんがおっしゃったのは口実
で、実際はフロアからのご質問のほうがはる
男は壇上にはいらないということです。たまたま今回ホックシュタインさんが女性で、お呼びし
たい専門家の方々も女性だったのですが、これはたんなる偶然ではなく、意図的でもあるのです。
（笑）だからこれからは、実質的な仕事をしておられる頼りになる女の人たちにこれからは任せた
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かに刺激的でおもしろいと思うのですが、西
谷さんが整理している間、われわれが座を持
たせるということですね。
　ただ他のパネラーの方の感想を言わせてい
ただく貴重な機会なので申しますと、まず
ホックシュタインさんの写真と、またそれを
どういう状況で撮られたかということに関す
る今日のお話はひじょうに感銘を受けまし
た。というのは、今日の話の後半で言いまし
たように、実は私はいまの世界にダルフール、
スーダンについての情報が氾濫し始めている
ことにちょっと食傷しています。同時にその
背景にはスーダンに石油があるとか、スーダ
ンに国際社会が野心を持っているので、逆に
そのスーダンについての情報が出やすいよう
な状況ができているのではないかと思ってい
ます。スーダンについての情報が一種コマー
シャライズされているという印象を持ってい
ました。
　ただ、今日のホックシュタインさんのお話
を伺ったら、やはり最初はそうではない。ア
メリカでもアフリカについての関心は薄いし、
メディアがアフリカについて、スーダンにつ
いて資金を出してくれて、君はあそこに行っ
て写真を撮ってきてくれという状況では決し
てなくて、むしろ現地に近いところで取材し
ていらした有志の方が自分で苦労して企画を
持ち込んで行って、そして現地でビザを取り
トラベル・パーミッションを取って、とにか
くダルフールに行かなければといって、そう
して撮ってきた写真です。
　その意味で、私の最初の議論の中で言った
ような、ダルフールについての報道が氾濫す
るような環境自体が先進資本主義国の都合で
作り出されている、というのは、すこし短絡
的な言い方で、おそらく最初は個々の良心的
なジャーナリストが入っていって写真を撮
る。そこに行かなくてはと思ってNGOが行
く。それがある段階からマニピュレートされ、
本人たちが最初に払った大変な犠牲とは離れ
たところで流通し始めるというような転換点
があるのではないか、と感じたりしました。
　最初に現地に入られるジャーナリストは、
むしろ最初は全然関心を持とうともしない会
社のボスなどに抵抗しながら、自分で開拓し
ていらっしゃる。そのことは十分に評価しな
ければいけないと思いました。
　それからホックシュタインさんのお写真を
拝見して、スーダンの庶民の感情が本当に素
直に出ている写真だと感じました。失礼な言
い方になるかもしれませんが、外国の、特に
アメリカ国籍の女性がそこに行って写真を
撮ったのに、向こうが全然身構えることなし
に、むしろほんとうの素顔を示す、しかも一
番つらいときに、自分の感情を隠すことなく
被写体になっていることにはたいへん驚きま
した。
　それはやはり先ほどホックスタインさんが
おっしゃったように、どんなに教育されてい
ない女性に対しても、一般の村人に対しても、
自分の名前を言い、目的を言い、写真を撮ら
せてくれと言って、向こうの合意を得たうえ
で撮るということをなさっている。それに
よってコミュニケーションが成立して、ホッ
クスタインさんを信用して、この人を通じて
自分たちの状況を世界に伝えようということ
が、一人ひとりの女性に納得されたうえで撮
られていることにたいへん感銘を受けました。
　岡さんのご発表については、私は自分の報
告を挑発的にやりすぎたと思ったのですが、
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その裏にあるメッセージをよく汲んでいただ
いて、たとえばパレスチナならパレスチナの
ある一つの悲劇を語ることが、そこでは直接
語られないけれども、やはり関連する同じよ
うな問題がここにもある、ここにもあると想
起させるような表象のあり方はどうやったら
可能なのか、ととらえ直していただいたのは
ひじょうに有難かったと思います。
　また、岡さんのお話を聞いていて特にはっ
とさせられたのは、絶えず日本の問題にとら
え返していらっしゃって、たとえばエスニッ
ク・クレンジングとか、女性に対する性暴力
も、日本軍がかつてアジアでやったことと同
じなのだ、自分たちはどれだけ自分たちの責
任としてとらえているかというお話に戻って
くる。そこにたいへん感銘を受けました。
　それと関連して、もし時間があればあとで
このシンポジウムで議論していただきたいと
思ったのは、たとえばスーダン、あるいはア
フガニスタンでもパキスタンでも、現在のア
ジア、アフリカの新興独立国で起きている国
家権力による暴力は、私の感触ではスーダン
の現在の国家の責任であると同時に、その原
型をつくったイギリス、あるいは日本などの
植民地支配がつくり出した暴力のパターンが、
実は独立後の新興独立国の政権担当者によっ
て継承されているのではないかということで
す。ポスト・コロニアルなバイオレンス、暴
力のパターンとコロニアルなバイオレンスの
連続性という問題について少し考えることが
できれば、遠く離れたアフリカやアジアの暴
力の問題を自分たちの暴力の問題として考え
られたのではないかと思ったりしました。以
上です。
ホックシュタイン　パレスチナ・イスラエル
紛争、またスーダンを取材するということ
について、4年間エルサレムをベースとして
取材したのですが、1人当たり、あるいは面
積1単位当たり、イスラエル・パレスチナ問
題ほど報道されているものはないと思います。
以前は本当に毎日のように報道が出てきまし
た。世界のマスコミがあまりにも中東、イス
ラエル・パレスチナに集中しているというこ
とです。パレスチナの側の問題は他の悲劇に
比べると、やはり取材されている。ですから
イスラエル側、パレスチナ側、両側の取材が
いま行われていると思います。もちろんそう
ではないとおっしゃる方もいらっしゃるとは
思います。
　アフリカについても、スーダン以外に内紛
や内乱による悲劇が多い。私自身、アフリカ
大陸で22カ国を取材していますが、たとえ
ば北部ウガンダを取材したことはありません。
そこはほんとうに惨憺たる悲劇です。私はフ
リーランスで責任を感じて、やはり自分で行
くべきかもしれません。ナイロビベースで取
材をしていたときも、北部ウガンダに行けと
仕事をくださった方はだれもいなかったので
行かれませんでした。しかしほんとうに悲劇
の状況がウガンダにあります。ですからどの
ストーリーをメディアが拾うか、また拾わな
いかというのは興味深い問題だと思います。
中山　岡さんからの質問がもう一つあったこ
とを思い出したので、この関連でホックシュ
タインさんに伺っておきたいのですが、名前
の問題です。岡さんがご自身でもう一度質問
をお伝えしたいということなのでお願いいた
します。
岡　直前のホックシュタインさんのコメント
を伺っていて思ったのですが、やはり報道す
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る側、写真家の側が世界のすべてを報道する
ことはできない。だとすると先ほど私が話し
の中で申し上げたある出来事が表象されると
いうことが、別の何かを抑圧したり、隠蔽し
たりしないかたちでそうした作品が開かれて
いくための一つの回路、まさに見る側、私た
ち自身がその回路をどのようにつくっていく
かが問われているのだと思いました。
　ホックシュタインさんの写真を拝見してい
て思ったのは、報道写真というと写し出され
た写真がメインですが、写真だけがその考察
の対象になるのではないかと思います。先ほ
ど休み時間にちょっとお話ししていたら、今
回の作品でつけられているキャプションは
ホックシュタインさんがおつけになったもの
なのだけれども、でも彼女の写真が新聞に出
るときは新聞社の側が勝手にキャプションを
つけたりすると言っておられました。ですか
ら写真それ自体はまさに作品なのだけれども、
キャプションは何かおまけみたいなものに思
われている。
　でもホックシュタインさんの写真を拝見し
て思ったのは、キャプションがないとわから
ないものがたくさんあると思います。だから
といって写真はキャプションに従属している
わけではありません。写真を見てからキャプ
ションを見て、そしてもう1回写真を見ると、
それが突然本当にその写真自体がたとえば一
人の女性の人生を物語るようなナラティブに
なっているというすごい強度を持っていると
思います。
　たとえば先ほど固有名の話をしたのですが、
これをお持ちの方は31番の写真をご覧くだ
さい。キャプションを見ると「十字架を抱く
ルイザネベショバティ、23歳の母親。埋葬
の間じゅう、娘の死を嘆き悲しんでいた」と
書いてあります。しかしこの写真には娘を埋
葬するために土を掘っている男たちと、その
土、その背後にいる母親で、固有名が記され
ているルイザ・ネベショバティはいないので
す。あるいはいるとしたら、それは土の下で
すが、おそらくそうした個としての人間性は
まったく顧みられないかたちで殺されたもの、
しかしその人間としての尊厳を、この固有名
をキャプションに書き込むことで土の下にそ
のようなかたちで暴力的に殺された彼女のそ
の生が浮かび上がってくる。
　それとは対照的に33番の「UNの国連コ
ンゴ・ミッション本部の外で世界食糧プログ
ラムによる食糧配給を待つ難民たち」という
キャプションで、このキャプションの中に固
有名は出てきません。まさに配給の列に並ぶ
という個別的な生を破壊されるという難民の
状態に置かれているものたちなのだけれども、
ではその写真を見るとこれはカラーで撮ら
れていて、その3人の女性が写っているのだ
けれども、その三人三様の服を着ている。一
番前にいる若い女性はピンク色のワンピース
で、真珠のネックレスをしている。真ん中の
女性の黄色いスカーフがとりわけ目を奪いま
す。カラーで撮られることによって、彼女た
ちが着ている衣装のその色についても、一人
ひとりこういう状況になっても人間は個であ
るということを失わないというのを、私はす
ごく感じました。
　ですから私がホックシュタインさんにお聞
きしたのは、一つはキャプションをつけるに
あたっていま私が話した固有名、あるいは固
有名をつけるか、つけないかという部分、そ
れらをご自身がどのように判断をされている
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かということと、もう一つはお写真にカラー
作品もあればそうでないものもあります。カ
ラーにするかモノクロにするか。たとえば民
族浄化、レイプされた女性たちの一連の写真
は固有名すべて仮名だけれども、固有名が書
かれている。同時にこれらの写真はすべてモ
ノクロです。そのへんはどのようにご判断さ
れてやっておられるのか伺えればと思います。
ホックシュスタイン　名前の使い方ですが、
私はいつも可能な限り聞き出しています。多
くの写真は遠距離レンズや多くの人たちがい
ますので、大勢が写っている場合、一人ひと
り全部聞くことはできない場合ももちろん写
真の中にあるのですが、ただ可能な限り対象
の方の名前を入れようとはしています。
　いま写真を探そうとしているのですが、ダ
ルフールの写真の1枚を読者の方がインター
ネットで見て私にコメントをくれました。ア
フリカ系の黒人のアメリカ人だったと思いま
すが、名前を入れてくださってどうもありが
とう、お腹がすいたアフリカの国民だという
キャプションだけがついているよりも、やは
り個人名のほうが絶対よかったという読者の
反応でした。人間性を与える。それは人種と
か大陸とか紛争とは関係なく、可能な限り名
前を入れたほうがいいと思います。
　レイプの被害者に関しては、もちろん匿名、
仮名、または一切名前を出してほしくないの
か本人に聞きます。またレイプされた女性の
シリーズですが、アメリカの新聞のチェーン
で名前をぜひ出したいということでしたが、
仮名を使いました。たとえば選んだ名前です
が、保護するための仮名はアシャド・モハ
メッド、つまりモハメッドがおじいさんの名
前、アシャドがおばあさんの名前です。です
からシステムとして実際の本人ではなく、お
じいさんやおばあさんなど関係している名前
にしました。実際はどういう名前でもよかっ
たとは思うのですが、やはりレイプの被害者
で本人の名前を出してほしくないという場合
にはそういうかたちで名前を選びました。
　私はほとんどカラーのフィルムで写真を撮
ります。そしてデジタル化します。16、17
番のウズベキスタンはカラーネガを黒白に転
換しました。あとでコンピューター処理で白
黒に転換することもできるわけです。中で暗
くてライティングがあまり魅力的ではなく、
またかなり深刻な状況だったので、カラーを
付け加えるとこの写真はむしろマイナスに
なってしまうという判断でモノクロにしまし
た。
　国連で出す本で「ジェンダーベース・バイ
オレンス」のことですが、テーマが深刻だか
ら白黒がいいと指定しました。カラーという
のは楽しい雰囲気を出しかねません。ですか
ら緩和されてしまいます。ロイターズはよく
こう言っていました。白黒の時代は過去のこ
とだ、カラーで写真を見るべきだ、カラーが
画像の一部だからと言っていたのですが、た
だスーダンの写真もしかり、それによって問
題が薄れてしまうと思います。
　あれらの写真は1番と10番を除くとカ
ラーによって画像に何かが加わるということ
がありません。カラーはいいけれどもあまり
に楽しい雰囲気になりすぎてしまう。ですか
らGBVの画像に関しても同じで、色に役割
を果たしてほしくなかったのです。その画像
に対する反応ということですが、そうではな
くて本題が伝わるべきである。スーダンもそ
うですが、砂嵐は白黒だと伝わらない。でも
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それ以外は白黒でいいと思います。
　新聞はカラーで印刷するということでした
ので、白黒を使うことは個人的な選択だった
のですが、カラーのまま使おうとしました。
1点だけ加えると、カラーはダルフール、ア
フリカにおいてそれほど重要なテーマではな
くて、実は色をつけると女性とか彼女たちの
着ているものに注目が集まるということもあ
ると思います。ですから文化的な要素が画像
に加わるかもしれません。それも一つの理由
でカラーのまま残したということも言えるで
しょう。どうもありがとうございました。
中山　どうもありがとうございました。いま
聞いていて、よかったなと思ったのは、カタ
ログを持っていらっしゃらない方もいらっ
しゃいますので補足しておきますと、皆さん
がお手元にお持ちの資料のカバー、それから
ところどころに見られるポスター、写真の1
番ですが、1番はホックスタインさんも色の
効果をある程度考えておられたというお話が
いま出てきて、私も含めて皆さんもそうかな
と思うのですが、オレンジ色がやはり今回の
ホックシュタインさんの写真の中でも強烈な
印象を残すものになっていることは確かでは
ないかと思います。
　さて時間は限られているのですが、栗田先
生のほうから大きな問題をいただいています。
ポスト・コロニアルな力と、コロニアルな力、
要するに従来型のという言い方がいいかどう
かわかりませんが、帝国主義と言われていた
時代からそのあとにいわゆるネオ・リベラリ
ズムというかたちで語られるようになった時
代、この二つの時代の暴力についてという大
きなテーマはこれ自体、それこそもう一つの
シンポジウムが必要なぐらいに大きなテーマ
です。
　今回のスーダンの問題を中心とした中で、
おそらく皆さんが写真展を見ていただいた中
でも気になったでしょう一つのキーワードが
あります。それは「ジャンジャウィード」だ
と思います。栗田先生にもう少しだけ、この
「ジャンジャウィード」が何なのかお話しい
ただきたい。つまり、レイプをしたり、村を
破壊したり、要するに悪玉の最たるものなの
ですが、これが日本語のキャプションでご覧
いただきましたように「民兵組織」となって
いる。これは国がつくった軍隊ではないにも
かかわらず、それは政府とある意味で強く結
びついたかたちで活動を展開しているもので
もある。
　この「ジャンジャウィード」について少し
ご説明いただくことで、コロニアルな時代と
ポスト・コロニアルな時代をつなぐ何かの具
体的な事例が典型的に見られたら、とりあえ
ずの今日の答えはそこに見出しておく。そし
て、そこから先については今後もう少し考え
ていきたいと思っています。栗田先生、よろ
しいでしょうか。
西谷　もしよろしかったらそのついでに、こ
の質問の中にありますので、日本といまの
スーダンとのかかわりについて、ごくごく簡
単で結構ですから、皆さんがこれから何か調
べたりするときの糸口になるようなことを
ちょっとだけ付け加えていただきたい。
栗田　「ジャンジャウィード」は耳慣れない
言葉ですが、最近マスコミでもダルフール関
係で紹介されるようになった言葉です。こ
れは実は純粋なアラビア語でもありません。
「ジャウィード」に馬という単語の原型が
残っているようですが、「馬に乗った人々」
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ぐらいの意味で、現地のダルフールで被害に
遭った民衆の側が誰に襲われたか訊かれると、
ジャンジャウィード、馬に乗ったやつらにや
られた、というような言い方がされます。
　一般的に言われているのは、周辺の特に遊
牧民の部族を中心とした人々を政府がリク
ルートして、民兵として使っているというこ
とです。ダルフールに対する戦闘は、直接的
には低開発地域であるダルフールの人々が
2003年春ごろから南部にならうかたちで抵
抗運動を始め、SLA（スーダン解放軍）等の組織
をつくって、現政府に対する抵抗運動を始め
た、という背景があります。そしてそれに対
する弾圧が激化するかたちで現在に至ってい
るのです。政府は、政府軍を投入して弾圧す
ることももちろんやっているのですが、実は
その政府軍の中にダルフール出身の兵士がか
なり多いということがある。つまり低開発地
域はほかに就職口がないので、軍隊とか警察
に入る人が多いのです。それはどの国でもあ
る現象です。
　だから、皮肉なことに西部の反乱を弾圧し
ようとすると、政府軍の中には西部出身兵士
が多いので、政府軍とは別個の組織を投入し
て戦わせる必要がある。ダルフールの主要な
民族集団はフールと言われる人たちで、多く
は定住農耕民なんですが、その周辺に、言語
的にも文化的にも違うバッカーラと呼ばれる
アラブの牧牛遊牧民がいます。そういう、生
業形態や文化が違う近隣の部族民を、政府が
リクルートして民兵として用いているといわ
れています。
　ただ、実態はなぞに包まれている部分が
あって、すべてのアラブ系遊牧部族がジャン
ジャウィードに参加しているわけではない
し、政府軍とか「人民防衛隊」という現政権
系の義勇兵組織があって、それがジャンジャ
ウィードの訓練したり作戦計画を立てたりし
ていると言われているので、実は「部族民
兵」という以上に政府との関係が強いのでは
ないかと思われます。
　あるいは、もともとスーダン国籍も持って
いないチャドとかカメルーンなど近隣の部
族民をスーダン政府がリクルートしてきて、
スーダン国籍を与えて民兵組織にしている場
合もあると言われるので、この場合はダル
フール現地ではなく、外からそういうならず
者集団を連れてきて訓練しているということ
になります。ということで、必ずしも現地の
アラブ系遊牧民がすべてジャンジャウィード
に加わっているというわけではないと思いま
す。
　西谷さんからあった二つ目のご質問、日本
のスーダンに関する関与という問題ですが、
私は基本的にはいま日本政府がやっているこ
とに対してはかなり懐疑的に見ています。皆
さんご存じのように日本はなぜか今年になっ
てからスーダンに急に興味を持ち始めている。
　具体的にいうと南北内戦の終結に伴って国
連が1万人規模のPKO活動を行おうとして、
そのために各国の軍隊を送ると言っています
が、日本政府は突然スーダンPKOへの自衛
隊派遣を検討し始めていて、それは国連安保
理常任理事国に入るにあたっての実績づくり
になるからだそうです。日本はアジアの国々
からは恨まれているので、アフリカ票を固め
たい、そのためにアフリカで貢献したという
実績が必要だというので、スーダンPKOへ
の参加という話が持ち上がってきました。
　ところが、お話ししてきたように、国連の
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スーダンに対する関与も大枠としてみるとや
はりスーダン人すべてが歓迎しているわけで
はない。PKOという大義名分はありますが、
本来、南北内戦については終結していて、モ
ニタリング程度で十分であるものを、そこに
1万人規模の外国軍が入ってくることに対し
ては現地の人は反発していたりするわけです。
そういう意味で派兵が必ずしも肯定的にとら
えられない中で、日本が常任理事国入りとい
うひじょうに利己的な動機でにわかに動き始
めるということについて、私はたいへん懐疑
的に見ています。以上です。
中山　ありがとうございます。またしても日
本外交の醜い一面が出てしまいますが、それ
とともにスーダン政府がWTOに入ろうとい
う動きがあって、そのために日本人が大抜擢
されて一役買っているということも一部の新
聞で報じられていたりして、日本からもスー
ダンは決して遠い国ではありえないという状
況が出てきていることは確かです。
　先ほどの栗田先生のコメントは、実は岡先
生への質問だったということですが、もし岡
先生のほうからコロニアルとポスト・コロニ
アルに関して、これは問題が大きいのですが、
ご発言があれば一言いただけますでしょうか。
岡　栗田さんのコメントを伺っていて私が
思ったのは、アルジェリアで90年代に起き
ていた事例はおそらくそういうものとして考
えなくてはいけないのではないかというこ
とです。90年代、イスラーム救国戦線（FIS）
が総選挙で勝利した。その結果をクーデター
でつぶして、イスラーム主義勢力が政権を
とるということ自体が否定されたことによっ
て、アルジェリア社会が内戦状態に崩れ落ち
ていく中で、過激なイスラーム主義の人たち
によって、スカーフをかぶっていない女性た
ちが殺されるといった出来事もありました。
　そこだけを取ってみると、スカーフをか
ぶっていない女性を、イスラームの戒律を強
要する者たちが殺しているという、いわゆる
文化とか宗教など本質主義的な部分の対立で
読み取られてしまう出来事です。しかしなぜ
イスラーム主義者がスカーフをかぶっていな
い女性に対してそういった粗暴な暴力を振る
うのか。その背景として、フランスのアル
ジェリア植民地支配時代に、イスラームやス
カーフがどのようなものとしてあったのかを
考えてみる必要があるでしょう。植民地時代
にそうしたものに対して行使された暴力が、
かたちを変えて、独立後にもう一回きわめて
暴力的なかたちとなって再起してくる。そう
いった部分まで見ないといけないのではない
か。そうしたことに関連するようなご指摘だ
と私は聞きました。
中山　ありがとうございます。それではこの
あたりで時間もそろそろなくなってきました
ので、西谷先生のほうに1度お返しして、触
れられなかった質問のこと、全体のことなど
についてコメントをいただきたいと思います。
西谷　質問を整理しましたが、いまの皆さん
のお話の中に重なる部分がかなりあったよう
で、多くの質問は、直接、間接的なかたちで
答えていただいたとみなしていいのではない
かと思います。ただ、ひとつそれでも取り上
げてみますと、栗田さんもスーダンの問題に
関してひじょうに詳しい方で、この問題を
ずっと追ってこられた。岡さんも表象の政治
ということに関しては実に鋭い分析、指摘を
されてきました。そこで二つのことがありま
す。
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　われわれはいま3人の方をお迎えしてお話
をうかがいました。そのとき、もちろん岡さ
んの言われたような、ある表象のネガティブ
な作用、ポジティブな作用、メディアのネガ
ティブな作用、あるいは先ほど言いましたよ
うな、メディアが水平的にすべてを追うこと
ができるか、また現在のニュースに歴史的な
いろいろな記憶を含みうるかといった、きわ
めて鋭敏に批評意識に関わる問題もでてきま
す。そういう問題にわれわれがどう関わるか
というときに、その入口になるのが、今回の
場合はまさしくホックシュタインさんの写真
だったわけです。
　おそらくホックシュタインさんはスーダン
の事情について、もちろん調べないといけな
いですし、いまでは十分詳しく現実をよくご
存じだと思うのですが、先ほどホックシュタ
インさんは写真を撮ることがこういう出来事
に対する自分の対応の仕方だと言われました
が、とにかくそこに行って撮るという、そう
いう直の行為を通して対応し、その結果あの
イメージがわれわれに送り届けられる。そし
てまさにそれを見ることからわれわれの反省
が始まるわけで、あるいはそこからわれわれ
の、情報をもとにした反省や批判が始まるわ
けです。だからここでいろいろ議論がなされ
るけれども、その議論＋イメージがあるとい
うことが、われわれにとって大事なことなの
ではないかと思います。
　そこで皆さんの質問を集約してみると、
ホックシュタインさんに関して出されている
質問は、なぜ写真なのかという点にまとめら
れます。それから、ああいう危険なところ
に女の人として行くわけで、女性で写真家で
あることを自分ではどう受け止めているのか、
その点についてお話しいただければと思いま
す。
ホックシュタイン　後者から先に答えたいと
思います。私は写真家であることと女性であ
ることはあまり分けて考えたくありません。
私はフォト・ジャーナリストとしての仕事を
まっとうしていて、それが私の目的です。実
際起きていることをどのようにベストに伝え
ることができるかを考えています。政治的な
ストーリーであれ、別の国のことであれ、ど
のように説明したらいいか、世論に訴えたら
いいかを考えます。
　私の性差、女性ということは、女性問題と
いうことがあって初めて要素になります。個
人的にそういったことに興味を持っています
が、ではなぜ個人的にこの問題に興味をもっ
ているかと考え直すと、私が女性だからとい
うことになるかと思います。そういった意味
でジェンダーは果たす役割があります。おそ
らく男性がアクセスを持たないであろうとこ
ろにアクセスを持つことができるでしょう。
レイプだけではなくて、たとえばフィスタラ
などの病気、出産のときに女性が直面する問
題などで女性であることが役に立っていると
思います。
　逆に女性だからできなかったということは
感じたことがありません。奇妙なことですが、
アラブ世界で4年間仕事を続け、スーダンで
4年間仕事を続けてきました。スーダンは特
に北部、ダルフールは回教徒が支配的ですが、
男性と同じように扱われます。私は男性と活
動しますし、男性と木の下でお茶を飲んでお
しゃべりをします。女性はみんな家の中にい
て1人もいない。食事をつくっているか紅茶
を供している側ですが、私は男性と一緒に外
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で時間を過ごすことができます。それは私が
外人だからです。
　パレスチナで作業をしたときもそうです。
ハマスのリーダーに会いに行ったときに、彼
の妻や娘とは会えません。彼女たちは隠され
ます。私は男性と一緒にタバコを吸ったり、
お茶を飲んだり、彼らがやっていることを一
緒にして、そして時間を過ごしていました。
つまり敬意を表される男性として扱われた。
それは私が外人だからでしょう。そういった
意味で私が女性だということは1度も問題に
はなっていません。
　最初の質問ですが、なぜ媒体として写真を
選んだかということですね。私は芸術として
の写真には興味を持ちませんでした。興味を
もっていたのはいつもフォト・ジャーナリズ
ムでした。子どものころから説得力のある画
像が頭の中に残っていて、ジャーナリズムに
入りたかった。そこから写真に入っていきま
した。問題の中心にいたい、問題の証人にな
りたい、世界で起きていることをこの目で見
たいという性格なのです。そして写真を撮る
のも好きだったから、その二つを併せてこの
キャリアを追求しただけのことです。
　このキャリアを決めたのは19歳の大学生
のころで、あのころはエキサイティングで、
プロセスに取りつかれてしまいました。私の
写真をほかのフォト・ジャーナリストが撮る
写真と比べると、スタイルが違うなと思われ
るかもしれません。岡先生がおっしゃいまし
たが、私が撮った写真を見るとストーリーが
明確です。フォト・ジャーナリストとして
成功するには芸術性がなくてはならないので
すが、芸術性の度合いは人によって違うと思
います。私は明確に訴えたい。私の写真を見
て何が何だかわからない、何が起きているの
か、なぜここをぼかしたかというふうに聞か
れたくないのです。私の目的は、ニュースの
ストーリーを画像で明確に伝えて、なるべく
多くの人たちに理解してもらうことで、それ
が私のスタイルです。これで答えになったで
しょうか。
中山　ありがとうございました。そろそろ時
間なのですが、先ほど休憩時間にたまたまお
会いしました、アイルランド紛争のことでひ
じょうに鋭い研究をなさっている尹慧瑛さん
が会場にお見えですので、今日のシンポジウ
ムについてのコメントを何かひとこといただ
けたらありがたいと思います。
尹　突然振られてちょっとびっくりしていま
す。では短くコメントをさせていただきた
いと思います。今日は司会の先生方も含め
て、とても魅力的な顔ぶれのシンポジウムを
企画してくださって、楽しみにして来ました。
ホックシュタインさんの写真について、ああ
いった写真を撮られたこと、存在したこと、
そしてそれを私たちが見ることができるとい
うことが本当に形容しがたいというか、それ
を私はすばらしいと思いました。ほかの先生
もおっしゃっていましたが、撮られる人と撮
る側のほんとうに信頼関係がそのまま写し出
されている。たぶんホックシュタインさんは
いろいろなところで、その場とか状況とか人
に常に試されていると思うのですが、その結
果ああいう写真がいつもきちんとかたちに
なって出ていることに、ひじょうに感銘を覚
えました。
　一つ質問というか、ほかの先生方にも
ちょっとお聞きしたいこと、私個人のひじょ
うに実際的な悩み、問題がありますので、こ
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の場で言わせていただければと思います。私
自身も北アイルランドという30年以上紛争
を抱えてきた地域を対象として研究してい
ます。毎年現地に行っていろいろなものを見
て、いろいろな人と会って、いろいろなコ
ミュニティに自分の足で入っていって、決し
てステレオタイプで撮られた写真ではわか
りえなかったいろいろな状況に自分自身で
出会いました。
　それを何とか写真というかたちでほかに
開いていけないかと思って、決してプロでは
ないのですが、写真を毎日150枚以上、機会
があれば撮っています。撮り終わった瞬間
に自分でファインダーを見て再生してみる
と、私がいま見たものではないようなものが
写っていると、どうしても感じてしまうこと
があります。
　というのは、ひじょうに絵になる、典型的
な、それこそメディアの写真などでよく使わ
れてきた物々しい壁画の風景、人々が行進し
ている様子をひじょうにきれいにフレーム
に収めても、実はその隣で全然それに関心を
持たないで普通にショッピングをしている
人がいたり、あるいは物々しい壁画のすぐ横
にきれいなお花が咲いていたり、そういうこ
とを実際の目では全部自分は見ているのだ
けれども、写真にはそれがなかなか写せない。
どうしても典型的な写真をどこかで撮りた
いという欲望が働いてしまっているのかも
しれません。
　それを実際問題として授業で使おうとし
たときに、もしかしたら自分が批判的に見な
ければいけないところを加担してしまうの
ではないかと、自分で撮った写真をどのよ
うに使えるのか、あるいは撮っていけるのか、
いつもすごく悩みながら考えます。ですから
プロの写真家であるホックシュタインさんに、
たとえば栗田先生がおっしゃっていたような
帝国主義的なままざしではなくて、何か自分
といろいろな人や地域がつながるようなかた
ちで写真を撮ることがどういうふうに可能な
のか。あるいは何かをきれいにフレームに収
めることで、ほかのことを隠蔽しないような
かたちで写真を撮ることは、素人の私にもど
ういうふうに可能なのか。もしかしたらでき
ないのかもしれない。
　あるいは栗田先生も岡先生も、たとえば現
地に行かれて撮った写真などをどのようにお
使いになっているのか。もし工夫などがあれ
ば教えていただきたいと思います。
ホックシュタイン　ほんとうの現実はあるの
かということです。一人ひとりにおいて視点
があるわけで、それが写真によって伝わるこ
ともあれば、ジャーナリストが何かを記事に
書くことによってそれを伝えるのかもしれま
せん。何かを取材するときに個人の資格を脇
に置こうとしても主観的にならざるをえない
と思います。それは不可能だと思います。ど
うやってストーリーをイメージで伝えるか
ということを考えるときに、そのストーリー
を伝えてくれる要素を探そうとするわけです。
もしかしたらあなたが思うところのある事象
を描写している要素を探すかもしれませんし、
あるいはその事象を象徴しているような要素
を探すかもしれません。
　いずれにせよ、その写真を通して自分が伝
えたいことが伝えられるような要素を何か探
そうとしてしまうわけです。たとえばスーダ
ンを取り上げると、写真家が入っていって飢
餓している子どもの写真を撮ることは客観的
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ではありません。子どもにカメラを向けて
写真を撮ると、そこには真実はあるのです
が、それと同時にスーダンの政府職員だった
ら反政府的だと言うでしょう。ですから一人
ひとりの視点はいずれにしても入ってしまう
わけです。いろいろな点をおっしゃったので、
全部覚えているかどうかわからないのですが、
これで答えになったでしょうか。どうもあり
がとうございました。
栗田　いまのご質問を私に聞かれてもしょう
がなくて、私はやっぱり写真はすごい技術だ
と思うのです。文章で表現するのと同じよう
に写真で表現する人がいる。私は基本的に自
分は写真では表現できないということを感じ
ました。
　1985年から87年、93年から95年、そし
て今年とスーダンに行ってきて、スーダンに
もう数年間いたことがあるのですが、まさに
ご質問があったようにいい写真と思って撮っ
てきても、現像してみると全然本質をとらえ
ていなかったり、がっかりする写真であるこ
とが多いのです。私の場合は写真で何かを伝
えようとすることは諦めています。
　また、写真を撮ること自体が相手との人間
関係を壊すことがあります。写真を撮ってい
ること自体が日常生活の自然な流れを壊して
しまうことがあるので、ふだんは写真を撮り
ません。だから私が持っている写真は、たと
えばホームステイしていた家族から別れて
帰ってくるときに記念写真をみんなで撮りま
しょうと、パチパチと撮って帰ってくる。基
本的には、そういう平凡な記念写真類が手元
にあるだけです。
　それはとても情けないことではあるけれど
も、いつか写真家の広河隆一さんが『パレス
チナ』という本の中で、昔は自分はドラマ
チックな写真を撮ろうと思っていたけれど、
あるときから人間にとっていちばん大事な写
真は記念写真だ、むしろその人が一番幸せで
みんな集まって合意のもとでニコニコ撮って
いる写真が一番大事な写真だと書いていらっ
しゃいました。それを見たときからもう観念
して、記念写真以外は撮らないことにしてい
ます。
岡　写真を撮らない研究者は私だけでないこ
とを知っていま安心しました。私も写真は下
手くそだし、もう一つ写真を撮るのが苦にな
らない方というのはたぶん見ることとカメラ
で写真を撮ることがほとんど同じ行為として
あるのではないかと思いますが、私の場合は
カバンからカメラを出して、キャップを外し
て、構えて、シャッターを押してということ
が、まったく異次元の行為なのです。写真を
撮ると思うと、それ以外のあらゆる感覚が
ストップしてしまう。だから自分が人と会う、
あるいは現地を体験するということにおいて
カメラがそこに介入してくると、私が感じら
れなくなってしまう。
　だからあるときからカメラを持つことすら
もやめて、持っていてもどうせ撮らないから
私以外に撮ってくださる方がいるのだったら、
どんどん撮っていただく。あとでその写真を
利用させていただくことにして、私自身はむ
しろその場で私が肉眼で何を見て、何を聞い
て、何を肌で感じたか、そこに集中するよう
にしています。あとで写真が必要になってく
るのだけれど、でも自分の中で写真を撮らな
ければ忘れてしまうものはそんなたいしたも
のではないのではないかというのもあります。
中山　ありがとうございます。もう終わらな
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ければいけないと思いますが、栗田さんが広
河さんのことに言及されましたので、そちら
にお座りの広河さんにどうしてもマイクを回
さざるをえません。ほんの一言で結構です。
『DAYS JAPAN』」の広河さんです。
広河　頭の中が真っ白で何も……。彼女の
写真がわれわれ『DAYS JAPAN』のフォト
ジャーナリズム大賞に選ばれたのですが、そ
のこと自体がわれわれにとってもすごくよ
かったなと、いま特にこのシンポジウムを聞
いていて余計にそのように思っています。
　彼女がジャーナリズムから写真を選んで、
フォト・ジャーナリストに入っていったとい
うその生き方みたいなものが、日本にはほと
んどないケースなのです。日本のフォト・
ジャーナリストは普通、写真学校で勉強して、
そして現場に行くということで、現場で何が
起こっていようが、あるいはその問題の本質
に興味を持たなくてもとにかく現場のシャッ
ターを切るという行為をしているものが多い
わけで、アイデンティティの基盤は写真家で
あるけれどもジャーナリストではない。けれ
ども彼女の場合は、ジャーナリズムを一番基
盤に置いたところで、その中の一つとして写
真を撮るという生き方をしています。こうい
う人たちが日本ではなんで育っていかないの
かとつくづく思います。
　われわれの『DAYS JAPAN』という雑誌
はそういうことを写真を通じて見て、伝えよ
うとしています。基盤はジャーナリストであ
るということ。ジャーナリストである限り、
ジャーナリストとして守らなければいけない
もの、歴史があって、失ったもの、敗北した
歴史も、全部抱えながら現在対象に向き合う
わけです。そういう人たちをこれから送り出
すような、あるいはそういう人たちの作品を
紹介するような『DAYS JAPAN』という雑
誌があって、その中の賞を受けた人がイヴリ
ンであったということはわれわれにとっても
たいへんよかったと思いますし、来てもらっ
てとてもうれしく思っています。（拍手）
西谷　では時間も過ぎておりますので、いま
の広河さんのお話を最後にして、締めくくり
だけさせていただきます。
　先ほどから何度も強調していますように、
私たちはある窓を通してでしか世界を見られ
ません。いまイヴリンさんが言われましたが、
情報にしろ表現にしろ、すべては書けないわ
けです。すべてが書けるのであったら、もう
それは現実ですから。情報はつねに枠取られ
たものである。それをどうやって有効に枠取
るか、どういう意図で枠取るか、そしてどこ
に運んでいくか、その判断の一つひとつがわ
れわれに問われていると思います。
　今日の企画でも、スーダン問題、アフリカ
の問題、あるいはジェンダー、グローバリ
ゼーション、ネオ・リベラリズムの問題と、
その一つひとつをわれわれは全体としてとら
えることはできないし、われわれの生活と直
接どのようにかかわっているかということす
べてを語ることはできません。けれども、た
とえばホックシュタインさんが現地に行って、
ああいうかたちでのイメージをわれわれのと
ころに送り届けてくれる。そうすると、それ
がわれわれの世界にとっての窓になって、で
はスーダンはどうなっているのだということ
になると、栗田さんのお仕事がある。そして
栗田さんを初めてお訪ねして、スーダンのこ
とを伺いたいのですがとか言うと、栗田さん
は何と言うか。スーダンのことなんかにあま
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り関心を持たないでください。要するに先進
国の人間が下手な、よこしまな意図を持って
介入するからここは乱れる。そうではなくて、
むしろそこにある自力、そこの土地の自力、
あるいはそこ自体が持っている解放の力に任
せておいたら、こんなに混乱しないかもしれ
ないと言われる。
　栗田さんは介入とか干渉と言われました。
自分の方に意図があって、あるいは利益が
あって介入していくということです。そうす
るとそこの問題が複雑になってくる。これは
政治的な介入だけではなくて、情報としての
介入もそうかもしれない。けれども、そうい
うことにわれわれはまた気がつかされながら、
では放置しておけばいいのかということでは
なくて、まさに同じようなことがどこでも起
こっているし、日本も今ではスーダンと無関
係ではない。そしてまた、岡さんが指摘され
たような戦時性暴力の問題はここにもつねに
あるのだということで、ここでまた考える視
点ができる。そんなふうに、この3人のお話
を伺うことで、自分が身近に感じることがで
きる現実の中に、世界のいろいろな局面をつ
なげてくることができるのだと思います。
　だから、今日3人の方に来ていただいてそ
れぞれいろいろお話しいただいて、いろいろ
な問題が出されたわけですが、その問題はこ
こで論議することで解明されるとか、尽くさ
れるということではない。その一人ひとりの
論議の重ね合わせを通して、われわれが自分
の現実をどう受け止め、どう構想していく
か、そういう組み立てができるということで
す。この企画の主要な意図もそういうところ
にあって、そういうかたちで皆さん方も受け
止めていただけたら、この短い3時間、それ
と写真展ですが、それなりに実りがあったの
かなと考えています。
　先ほども言いましたが、そのためにパンフ
レットをぜひお役立てください。時間がない
中、学生たちが篤志でがんばって何とか今日
に間に合うように作ってくれました。活用し
ていただければその尽力もむくわれます。
　それと、ともあれ今日は女の人たちの力を
前面に出すということで、最後はやはり中山
さんに締めていただきます。
中山　本日は長い時間、ゲストの3人の方、
本当にどうもありがとうございました。（拍
手）それからいま西谷さんもいま多少触れて
くださいましたが、本当にたくさんの人々
の協力があって今日のシンポジウムができま
した。スタッフの皆さん、本当にどうもあり
がとうございました。（拍手）そして梅雨時で、
今日は雨こそ降っていませんが、お忙しいと
ころをわざわざ時間を割いてきていただきま
して、皆さん本当にどうもありがとうござい
ました。これで終わらせていただきます。（拍
手）
（採録文責　西谷）
